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第１章 コマンドの概要

この章では、コマンドを操作する場合に必要となる事項に関して、説明します。

具体的には、以下に示す内容を記述します。

コマンドの実行資格

コマンドの分類

コマンドの操作概要

その他の注意事項

１．１ コマンドの実行資格

１．１．１ ユーザモードの種類

Ｓｉ－Ｖ７３０／７３５ソフトウェアは、コンソールからアクセスするユーザの資格を区別する

ために、以下の３つのモード（ユーザモード）を提供しています。

コンソールに表示されるプロンプトによって現在のモードを識別することができます。

①一般ユーザモード （ｒｅｍｏｔｅ［］ ｃｉｐ＞）

②スーパ・ユーザモード （ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞）

③メンテナンス・ユーザモード （ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｍａｉｎｔｅ：ｃｉｐ＞）

ユーザモードにおける各コマンドの実行資格を図１に示します。ユーザモードが①から③

に移るほど、使用可能なコマンド（図では面積比で示しています）が追加されます。

一般ユーザモード スーパ・ユーザモード メンテナンス・ユーザモード

図１ ユーザモード毎の実行資格の関係

１



１．１．２ ユーザモードの移行

ユーザモード相互の移行は、コンソールからのコマンド投入及びパスワード入力によって

行います。ただし、メンテナンス・ユーザモードからスーパ・ユーザモードに移行すること

はできません。また、メンテナンス・ユーザモードへ移行する際には、メンテナンス作業が

『許可』に設定されていることを確認してください。メンテナンス作業の可否は、スーパ・

ユーザモードで、 ｍｆｌａｇコマンド（ ２．１．５ 章 ） を用いて設定します。

なお、各モードで１０分間キー入力が行われないと自動的に切断されます。

一般ユーザモード

ｓｕｐｅｒ ｃｅｍａｉｎｔｅ

ｅｘｉｔ ｅｘｉｔ

スーパ・ユーザモード メンテナンス・ユーザ

モード

ｃｅｍａｉｎｔｅ

図２ ユーザモードの移行

１．２ コマンドの分類

コマンドの機能は次のように分類されます。

①実行資格に関する操作

②運用操作／動作状態表示などに関する操作

③構成情報に関する操作

④ログに関する操作

⑤ファイルに関する操作

２



１．３ コマンドの操作概要

１．３．１ コマンドの書式

コマンドは、大きく分けて「コマンド名」「スイッチ」「インデックス」「設定値」の

４つの部分から成ります。各コマンド共通の書式を以下に示します。

コマンド名

＜－スイッチ １ ｜ －スイッチ ２ ｜ －スイッチ ３＞

＜－インデックス １ ｜ －インデックス ２ ｜ －インデックス ３＞

［＜設定値ａ∣設定値ｂ∣設定値ⅽ ＞］

（１） コマンド名

コマンドの名称を英小文字で表します。

コマンドによっては、省略形を持つものもあります。

（２） スイッチ

コマンドの処理を切りわけるパラメータで、先頭が「－」で始まります。

コマンド機能の基本動作、例えば開始／停止／表示等を指定します。

コマンドによっては複数のスイッチを同時に使用する場合もあります。

（３） インデックス

コマンド機能を指示する単位（装置や回線）を、指定するパラメータです。

インデックスパラメータは、引数名に続けて値を指定します。

（４） 設定値

コマンド機能を指示する単位（装置や回線）に対して、実際に各種詳細データの

設定を行うパラメータで、引数名に続けて値を指定します。設定値パラメータは、

スイッチあるいはインデックスの内容によって、指定可能な値が違う場合があるた

め、本マニュアルの投入条件に留意して下さい。

使用するコマンドにより、引数の指定が有効／無効なものがあります。

コマンド及び引数は、半角の英小文字・数字で入力してください。

コマンド実行中に強制終了を行う場合は、 ”Ｃｏｎｔｒｏｌ” キーと ”Ⅽ ” キーを同時に押して

下さい。以下、「 ”Ｃｏｎｔｒｏｌ＋Ｃ”のキー操作」と記述します。強制終了を許容するコマンドに

ついては、第２章以降の各コマンドの機能を参照して下さい。

ラインコマンドの場合、一行で入力できる文字数は１２８文字です。

１．３．２ 表記法

・｛｝内の引数は、省略不可です。

・ ［ ］内の引数は、省略可能です。

・ ＜ ＞内の引数には、値を直接入力するか、適した文字を指定してください。

・∣で区切られた引数の場合は、その中からいずれかを指定してください。

１．３．３ 引数定義

・コマンドと引数との間、及び引数同士の間は、１つ以上のスペースによって区切って入

力してください。

３



１．３．４ コマンド入力の基本処理

・実行結果の表示を行わないコマンドの実行に成功した場合、以下のメッセージを表示し

ます。

Ｃｏｍｐｌｅｔｅ．／Ｃｏｍｍａｎｄ ＯＫ．

・間違ったコマンド名が入力された場合、以下のようなメッセージを表示します。

Ｉｎｐｕｔ ｅｒｒｏｒ！

入力したコマンドが存在しない場合に表示します。この場合は、コマンド名を確認

して、再入力してください。

・コマンド名に間違った略名が入力された場合、以下のようなメッセージを表示します。

Ａｍｂｉｇｕｏｕｓ ｃｏｍｍａｎｄ． ”間違った省略名 ”．

入力したコマンドの省略形が正しくない場合に表示します。この場合は、コマンド

の省略形を確認し、再入力してください。

・実行するためには引数が必須のコマンドで、実行時に引数が足りない場合、または引数

が多すぎる場合は、 ”ｕｓａｇｅ” を表示します。

・ ”ｕｓａｇｅ” は、？コマンドでも表示することができます。これについてはコマンドヘルプ

として、第２章に各コマンドの実行例を記載しています。

・ ”Ｃｏｎｔｒｏｌ＋Ｃ”のキー操作により、コマンド実行中に強制終了した場合、以下のメッセージ

を表示します。

Ｃｏｍｍａｎｄ ａｂｏｒｔｅｄ．

・同じインデックスを複数指定した場合、最後に入力したインデックスで指定した設定値が

有効になります。

１．３．５ エラーメッセージ表示

コマンド入力時に誤ったパラメータを投入した場合は、コンソール画面にエラーを表示し

ます。詳細につきましては、添付資料『付録 コマンドエラーメッセージ一覧』を参照して

ください。

ただし一覧には全てのエラーメッセージが記載されているわけではありません。

１．３．６ コマンド使用上の注意事項

① ｔｅｌｎｅｔの異常切断について

ｔｅｌｎｅｔの異常切断後は、１０分間再接続することはできません。

４



第２章 コマンド・リファレンス

この章では、コマンドの使用方法について説明します。

・実行資格と併せて、コマンドの実行可能な処理内容をＲ （Ｒｅａｄ）、Ｗ （Ｗｒｉｔｅ） に分けて表示

します。

－ 実行資格（Ｒ）：コマンド実行により構成情報などの表示が可能なユーザを示します。

－ 実行資格（Ｗ）：コマンド実行により構成情報などの定義／編集が可能なユーザを示し

ます。

５



２．１ 実行資格に関する操作

２．１．１ ｓｕｐｅｒコマンド

（１） コマンドの機能

・ユーザモードをスーパ・ユーザモードに移します（入力したパスワードはエコー表示さ

れません）。パスワードについては、 ２．１．３ 章を参照してください。

・初期導入時、パスワード設定を要求されます。

設定したパスワードを忘れると、スーパ・ユーザモードへの移行ができません。

又、パスワードは、表示することができませんので、忘れないように注意してください。

（２） 実行資格（○：実行可能、 ：対象外）

一般ユーザ ○（Ｗ）

スーパ・ユーザ

メンテナンス・ユーザ

（３） 入力形式

ｓｕｐｅｒ

（４） コマンドの実行例

① コマンド実行（一般ユーザモード⇨スーパ・ユーザモード）

ｒｅｍｏｔｅ［］ ｃｉｐ＞ｓｕｐｅｒ

Ｐａｓｓｗｏｒｄ：ＸＸＸＸＸＸ

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞

② コマンド実行（一般ユーザモード⇨スーパ・ユーザモード：パスワード入力ミス）

ｒｅｍｏｔｅ［］ ｃｉｐ＞ ｓｕｐｅｒ

Ｐａｓｓｗｏｒｄ：ＸＸＸＸＸＸ

Ｉｎｖａｌｉｄ ｐａｓｓｗｏｒｄ．

ｒｅｍｏｔｅ［］ ｃｉｐ＞

③ コマンド実行（スーパ・ユーザモード⇨スーパ・ユーザモード：実行資格対象外）

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ ｓｕｐｅｒ

Ｙｏｕ ａｒｅ ａｌｒｅａｄｙ Ｓｕｐｅｒ－ｕｓｅｒ．

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞

④ コマンド実行（一般ユーザモード⇨スーパ・ユーザモード：パスワード未設定）

ｒｅｍｏｔｅ［］ ｃｉｐ＞ ｓｕｐｅｒ

Ｐａｓｓｗｏｒｄ ｕｎｓｅｔｕｐ．

Ｎｅｗ ｐａｓｓｗｏｒｄ：ＸＸＸＸＸＸ

Ｒｅｔｙｐｅ ｎｅｗ ｐａｓｓｗｏｒｄ：ＸＸＸＸＸＸ

Ｎｅｗ ｐａｓｓｗｏｒｄ ｉｓ ａｃｃｅｐｔｅｄ．

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞

６



２．１．２ ⅽｅⅿａｉｎｔｅコマンド

（１） コマンドの機能

・ユーザモードをメンテナンス・ユーザモードに移します（入力したパスワードはエコー

表示されません）。

（２） 実行資格（○：実行可能、 ：対象外）

一般ユーザ ○（Ｗ）

スーパ・ユーザ ○（Ｗ）

メンテナンス・ユーザ

（３） 入力形式

ｃｅｍａｉｎｔｅ

（４） コマンドの実行例

① コマンド実行（一般ユーザモード⇨メンテナンス・ユーザモード）

ｒｅｍｏｔｅ［］ ｃｉｐ＞ ｃｅｍａｉｎｔｅ

Ｐａｓｓｗｏｒｄ：ＸＸＸＸＸＸＸＸ

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｍａｉｎｔｅ：ｃｉｐ＞

② コマンド実行（一般ユーザモード⇨メンテナンス・ユーザモード：パスワード入力ミ

ス）

ｒｅｍｏｔｅ［］ ｃｉｐ＞ ｃｅｍａｉｎｔｅ

Ｐａｓｓｗｏｒｄ：ＸＸＸＸＸＸＸＸ

Ｉｎｖａｌｉｄ ｐａｓｓｗｏｒｄ．

ｒｅｍｏｔｅ［］ ｃｉｐ＞

③ コマンド実行（メンテナンス・ユーザモード⇨メンテナンス・ユーザモード：実行資

格対象外）

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｍａｉｎｔｅ：ｃｉｐ＞ ｃｅｍａｉｎｔｅ

Ｙｏｕ ａｒｅ ａｌｒｅａｄｙ ＣＥ－ｕｓｅｒ．

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｍａｉｎｔｅ：ｃｉｐ＞

７



２．１．３ ｐａｓｓｗⅾコマンド

（１） コマンドの機能

・スーパ・ユーザパスワードを設定（変更）します。

・パスワード設定可能文字は、４～１２文字で、使用可能な文字はＡ～Ｚ、ａ～ｚ、

０～９及び記号（下表）です。

（入力したパスワードは、新旧共にエコー表示されません）

（２） 実行資格（○：実行可能、 ：対象外）

一般ユーザ

スーパ・ユーザ ○（Ｗ）

メンテナンス・ユーザ

（３） 入力形式

ｐａｓｓｗｄ

（４） コマンドの実行例

① コマンド実行（パスワードの設定）

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ ｐａｓｓｗｄ

Ｏｌｄ ｐａｓｓｗｏｒｄ：ＸＸＸＸＸＸ

Ｎｅｗ ｐａｓｓｗｏｒｄ：ＸＸＸＸＸＸ

Ｒｅｔｙｐｅ ｎｅｗ ｐａｓｓｗｏｒｄ：ＸＸＸＸＸＸ

Ｎｅｗ ｐａｓｓｗｏｒｄ ｉｓ ａｃｃｅｐｔｅｄ．

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞

② コマンド実行（パスワード入力ミス）

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ ｐａｓｓｗｄ

Ｏｌｄ ｐａｓｓｗｏｒｄ：ＸＸＸＸＸＸ

Ｉｎｖａｌｉｄ ｐａｓｓｗｏｒｄ．

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞

③ コマンド実行（２回目の新パスワード入力ミス）

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ ｐａｓｓｗｄ

Ｏｌｄ ｐａｓｓｗｏｒｄ：ＸＸＸＸＸＸ

Ｎｅｗ ｐａｓｓｗｏｒｄ：ＸＸＸＸＸＸ

Ｒｅｔｙｐｅ ｎｅｗ ｐａｓｓｗｏｒｄ：ＸＸＸＸＸＸ

Ｉｎｖａｌｉｄ ｐａｓｓｗｏｒｄ．

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞

入力可能記号一覧表

＠ ｀ ！ ” ＃ ＄ ％ ＆ ’ （ ）

＊ ＋ ， － ． ／ ： ； ＜ ＝ ＞

？ ［ ￥ ］ ＾ ＿ ｛ ｜ ｝ ‾

空白も使用可能です。

８



２．１．４ ｅｘｉｔコマンド

（１） コマンドの機能

・ユーザモードを一般ユーザモードに変更します。ただし、一般ユーザモードで本コマン

ドが実行された場合には、保守回線が切断されます。

（２） 実行資格（○：実行可能、 ：対象外）

一般ユーザ ○（Ｗ）

スーパ・ユーザ ○（Ｗ）

メンテナンス・ユーザ ○（Ｗ）

（３） 入力形式

ｅｘｉｔ

（４） コマンドの実行例

① コマンド実行（スーパ・ユーザモードの場合）

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ ｅｘｉｔ

ｒｅｍｏｔｅ［］ ｃｉｐ＞

② コマンド実行（メンテナンス・ユーザモードの場合）

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｍａｉｎｔｅ：ｃｉｐ＞ ｅｘｉｔ

ｒｅｍｏｔｅ［］ ｃｉｐ＞

③ コマンド実行（一般ユーザモードの場合）

ｒｅｍｏｔｅ［］ ｃｉｐ＞ ｅｘｉｔ

注） ｔｅｌｎｅｔコネクションは切断されます。

９



２．１．５ ⅿｆⅼａｇコマンド

（１） コマンドの機能

・メンテナンス作業の許可及び禁止を行います。

・引数を省略した場合には現在の状態を表示します。

（２） 実行資格（○：実行可能、 ：対象外）

一般ユーザ

スーパ・ユーザ ○（Ｒ ／Ｗ）

メンテナンス・ユーザ

（３） 入力形式

ｍｆｌａｇ ［ －ｏｎ ｜ －ｏｆｆ ］

・引数 －ｏｎ ：メンテナンス作業を許可します。

－ｏｆｆ ：メンテナンス作業を禁止します。

（４） コマンドの実行例

① コマンド実行（メンテナンス作業許可状態の表示）

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ ｍｆｌａｇ

ｍｆｌａｇ ｉｓ ｏｎ．

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞

② コマンド実行（メンテナンス作業許可または禁止の設定）

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ ｍｆｌａｇ －ｏｎ

Ｃｏｍｍａｎｄ ＯＫ．

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ ｍｆｌａｇ －ｏｆｆ

Ｃｏｍｍａｎｄ ＯＫ．

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞

③ コマンド実行（実行できない引数 ｍｉｓｓ を指定）

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ ｍｆｌａｇ ｍｉｓｓ

Ｉｎｖａｌｉｄ ｏｐｔｉｏｎ． ”ｍｉｓｓ”．

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞
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２．２ 運用操作／動作状態表示などに関する操作

２．２．１ ？コマンド

（１） コマンドの機能

・コマンド一覧、または指定されたコマンドの使用方法を表示します。

・ ｃｏｍｍａｎｄを省略した場合、各ユーザモードで使用可能なコマンド一覧を表示します。

・ ｃｏｍｍａｎｄを指定すると、そのコマンドの使用方法を表示します。ただし、本コマン

ドを入力したユーザモードにおいて、使用できないコマンドを指定した場合エラーとな

ります。

（２） 実行資格（○：実行可能、 ：対象外）

一般ユーザ ○（Ｒ）

スーパ・ユーザ ○（Ｒ）

メンテナンス・ユーザ ○（Ｒ）

（３） 入力形式

？ ［＜ｃｏｍｍａｎｄ＞］

・引数 ｃｏｍｍａｎｄ ：詳細情報を表示させるコマンド名を指定します。

（４） コマンドの実行例

① コマンド実行 （コマンド一覧の表示）

ｒｅｍｏｔｅ［］ ｃｉｐ＞ ？

？（？）， ｃａｒｄ（ｃａｒ）， ｃｅｍａｉｎｔｅ（ｃｅ）， ｃｈｇｒｏｕｐ（ｃｈｇ）， ｄａｔｅ（ｄａ）， ｄｒｓｃ（ｄｒ），

ｄｓｐｌｏｇ（ｄｓ）， ｅｌｏｇ（ｅｌ）， ｅｘｉｔ（ｅｘ）， ｇｗｉｎｆ（ｇ）， ｉｃｇ（ｉｃ）， ｉｎｆｏ（ｉｎ），

ｍｏｄｕｌｅｓｔａｔ（ｍｏｄ）， ｍｏｒｅ（ｍｏｒ）， ｐｂｘｉｎｆ（ｐｂ）， ｐｒｏｘｙ（ｐｒ）， ｒｄａｔｅ（ｒｄ），

ｓｅｌｅｃｔ（ｓｅ）， ｓｉｐ（ｓｉ）， ｓｎｍｐ（ｓｎ）， ｓｕｐｅｒ（ｓｕ）， ｕｐｔｉｍｅ（ｕ）， ｖｏｉｆ（ｖ）

ｒｅｍｏｔｅ［］ ｃｉｐ＞

② コマンド実行 （ ｄａｔｅコマンドの使用方法表示）

ｒｅｍｏｔｅ［］ ｃｉｐ＞ ？ ｄａｔｅ

ｕｓａｇｅ： ｄａｔｅ（ｄａ） ［－ｍ ＜ｄｉｓｐｌａｙ－ｍｏｄｅ＞］∣ ［＜ｃｕｒｒｅｎｔ－ｔｉｍｅ＞］

ｄｉｓｐｌａｙ－ｍｏｄｅ １： ［ＹＹＹＹ／ＭＭ／ＤＤ．ＨＨ：ＭＭ：ＳＳ］

ｄｉｓｐｌａｙ－ｍｏｄｅ ２： ［ＭＭ／ＤＤ／ＹＹＹＹ．ＨＨ：ＭＭ：ＳＳ］

ｄｉｓｐｌａｙ－ｍｏｄｅ ３： ［ＤＤ／ＭＭ／ＹＹＹＹ．ＨＨ：ＭＭ：ＳＳ］

ｒｅｍｏｔｅ［］ ｃｉｐ＞

③ コマンド実行 （実行できないコマンド ”ｍｉｓｓ”が指定された場合）

ｒｅｍｏｔｅ［］ ｃｉｐ＞ ？ ｍｉｓｓ

Ｃｏｍｍａｎｄ ｎｏｔ ｆｏｕｎｄ． ”ｍｉｓｓ”．

ｒｅｍｏｔｅ［］ ｃｉｐ＞
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２．２．２ ｉｎｆｏコマンド

（１） コマンドの機能

・ソフトウェアの名称、バージョン等を表示します。

＜制御カード情報＞

－ ソフト名称 基本ソフトウェア及びオプションソフトウェアの名称

を表示します。

－ ソフトバージョン ソフトウェアの版数を表示します。

－ 構成管理情報版数 構成管理情報の版数を表示します。

－ 構成管理更新版数 データ更新時の構成管理の版数を表示します。

－ データ更新版数 セーブコマンド投入によるデータ更新の版数を表示

します。

－ ⅯＡⅭアドレス ⅯＡⅭアドレスを表示します。

－ データ転送速度 データ転送速度 （１００Ｍ／１０Ｍ）を表示します。

－ 通信方式 通信方式 （全二重 ／半二重 ）を表示します。

（２） 実行資格（○：実行可能、 ：対象外）

一般ユーザ ○（Ｒ）

スーパ・ユーザ ○（Ｒ）

メンテナンス・ユーザ ○（Ｒ）

（３） 入力形式

ｉｎｆｏ
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（４） コマンドの実行例

① コマンド実行

ｒｅｍｏｔｅ［］ ｃｉｐ＞ ｉｎｆｏ

＜＜ＣＯＮＴＲＯＬ－ｃａｒｄ＞＞

Ｐｒｏｇｒａｍ ｎａｍｅ ： ＳＩＶ７３５ ソフト名称

Ｓｏｆｔ ｖｅｒｓｉｏｎ ： Ｅ０２Ｖ１２Ｌ１２Ｃ０１ ソフトバージョン

Ｃｏｎｆｉｇ ｖｅｒｓｉｏｎ ： ００１ 構成管理情報版数

Ｃｏｎｆｉｇ ｕｐｄａｔｅ Ｖｅｒ１ ： ００１ 構成管理更新版数

Ｃｏｎｆｉｇ ｕｐｄａｔｅ Ｖｅｒ２ ： ００００３ データ更新版数

ＭＡＣ ａｄｄｒｅｓｓ ： ００：００：０ｅ：８０：０１：２５ ⅯＡⅭアドレス

Ｓｐｅｅｄ ： １００Ｍｂｉｔ／ｓ データ転送速度

Ｄｕｐｌｅｘ ｍｏｄｅ ： ｈａｌｆ ｄｕｐｌｅｘ 通信方式

ｒｅｍｏｔｅ［］ ｃｉｐ＞
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２．２．３ ⅾａｔｅコマンド

（１） コマンドの機能

・現在時刻の表示と変更を行います（ただし、一般ユーザモードでの変更はできません）。

・引数を省略した場合は、現在時刻を表示します。

・ ｄｉｓｐｌａｙ－ｍｏｄｅを指定した場合には、 ｃｕｒｒｅｎｔ－ｔｉｍｅのフォーマット（表示方法）を変更し

ます（ただし、一般ユーザモードでの変更はできません）。

・ ｃｕｒｒｅｎｔ－ｔｉｍｅを指定した場合には、現在時刻を ｃｕｒｒｅｎｔ－ｔｉｍｅに変更します。

・ ｃａｒｄコマンドによる時刻同期リモートホスト活性時は、 ｃｕｒｒｅｎｔ－ｔｉｍｅを指定することは、

できません。

・ ｄｉｓｐｌａｙ－ｍｏｄｅと ｃｕｒｒｅｎｔ－ｔｉｍｅは、同時に指定することはできません。

（２） 実行資格（○：実行可能、 ：対象外）

一般ユーザ ○（Ｒ）

スーパ・ユーザ ○（Ｒ ／Ｗ）

メンテナンス・ユーザ ○（Ｒ ／Ｗ）

（３） 入力形式

ｄａｔｅ ［－ｍ ＜ｄｉｓｐｌａｙ－ｍｏｄｅ＞］∣ ［＜ｃｕｒｒｅｎｔ－ｔｉｍｅ＞］

・引数 －ｍ ：時刻の表示方法を設定します。

ｄｉｓｐｌａｙ－ｍｏｄｅ ：下記の３種類のモードから表示方法を選択します。

１： ［ｙｅａｒ／ｍｏｎｔｈ／ｄａｙ．ｈｏｕｒ：ｍｉｎｕｔｅ：ｓｅｃｏｎｄ］

２： ［ｍｏｎｔｈ／ｄａｙ／ｙｅａｒ．ｈｏｕｒ：ｍｉｎｕｔｅ：ｓｅｃｏｎｄ］

３： ［ｄａｙ／ｍｏｎｔｈ／ｙｅａｒ．ｈｏｕｒ：ｍｉｎｕｔｅ：ｓｅｃｏｎｄ］

ｙｅａｒ ：年 （西暦 ） ４ 桁

ｍｏｎｔｈ ：月 ２ 桁

ｄａｙ ：日 ２ 桁

ｈｏｕｒ ：時 （２４時間 ） ２ 桁

ｍｉｎｕｔｅ ：分 ２ 桁

ｓｅｃｏｎｄ ：秒 ２ 桁

（デフォルトは１）

ｃｕｒｒｅｎｔ－ｔｉｍｅ ：日付及び時刻を設定します。

入力フォーマットは、 ｄｉｓｐｌａｙ－ｍｏｄｅで指定した形式となり

ます。

（４） コマンドの実行例

① コマンド実行（時刻の変更及び表示： ｄｉｓｐｌａｙ－ｍｏｄｅ ＝ １）

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ ｄａｔｅ －ｍ １

Ｃｏｍｍａｎｄ ＯＫ．

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ ｄａｔｅ ２００３／１０／０１．１５：２４：００

Ｃｏｍｍａｎｄ ＯＫ．

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ ｄａｔｅ

２０００／０２／０１（Ｍｏｎ）１５：２４：０７ ｄｉｓｐｌａｙ－ｍｏｄｅ：１

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞
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２．２．４ ｕｐｔｉⅿｅコマンド

（１） コマンドの機能

・本装置が立ち上がってから現在までの経過時間を表示します。

・システムの ＩＰＬ 、電源立上げで経過時間はクリアされます。

（２） 実行資格（○：実行可能、 ：対象外）

一般ユーザ ○（Ｒ）

スーパ・ユーザ ○（Ｒ）

メンテナンス・ユーザ ○（Ｒ）

（３） 入力形式

ｕｐｔｉｍｅ

（４） コマンドの実行例

① コマンド実行（経過時間の表示）

ｒｅｍｏｔｅ［］ ｃｉｐ＞ ｕｐｔｉｍｅ

Ｓｙｓｔｅｍ ｕｐ ４１ ｄａｙｓ ０９：０２：５０

ｒｅｍｏｔｅ［］ ｃｉｐ＞
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２．２．５ ｒｅｓｅｔコマンド

（１） コマンドの機能

・本装置をリセットし、再開を行います。

通話中／呼出中等の呼は、全て解放されます。

（２） 実行資格（○：実行可能、 ：対象外）

一般ユーザ

スーパ・ユーザ ○（Ｗ）

メンテナンス・ユーザ ○（Ｗ）

（３） 入力形式

ｒｅｓｅｔ

（４） コマンドの実行例

① コマンド実行

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ ｒｅｓｅｔ

Ｔｈｅ ＳＡＶＥ ｃｏｍｍａｎｄ ｆｏｒ ｃｏｎｆｉｇ－ｄａｔａ ｈａｓ ｎｏｔ ｂｅｅｎ ｅｘｅｃｕｔｅｄ ｙｅｔ． ＊１

Ｄｏ ｙｏｕ ｗａｎｔ ｔｏ ｃｏｎｔｉｎｕｅ？（ｙ／ｎ）：ｙ

（システムの再開を開始します。）

＊１：構成定義 データ に対する ＳＡＶＥコマンドが未実行の場合のワーニングを示します。
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２．２．６ ⅿｏｒｅコマンド

（１） コマンドの機能

・一画面を越える画面を表示する場合に、画面スクロールを停止することができます。

・引数を省略した場合、現在の設定状態を表示します。

・デフォルトは、画面制御スクロールがＯＦＦの状態です。

（２） 実行資格（○：実行可能、 ：対象外）

一般ユーザ ○（Ｒ ／Ｗ）

スーパ・ユーザ ○（Ｒ ／Ｗ）

メンテナンス・ユーザ ○（Ｒ ／Ｗ）

（３） 入力形式

ｍｏｒｅ ［ －ｏｎ∣ －ｏｆｆ ］

・引数 －ｏｎ ：画面のスクロールを一時停止します。

－ｏｆｆ ：画面のスクロールを停止しません。

（４） コマンドの実行例

① コマンド実行（画面スクロールの設定状態表示）

ｒｅｍｏｔｅ［］ ｃｉｐ＞ ｍｏｒｅ

ｍｏｒｅ ｉｓ ｏｆｆ．

ｒｅｍｏｔｅ［］ ｃｉｐ＞

② コマンド実行（画面スクロールの一時停止を設定 ）

ｒｅｍｏｔｅ［］ ｃｉｐ＞ ｍｏｒｅ －ｏｎ

Ｃｏｍｍａｎｄ ＯＫ．

ｒｅｍｏｔｅ［］ ｃｉｐ＞

③ コマンド実行（実行できない引数 ”ｍｉｓｓ”を指定された場合）

ｒｅｍｏｔｅ［］ ｃｉｐ＞ ｍｏｒｅ ｍｉｓｓ

Ｉｎｖａｌｉｄ ｏｐｔｉｏｎ． ”ｍｉｓｓ”．

ｒｅｍｏｔｅ［］ ｃｉｐ＞
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④ 「画面スクロールの一時停止」設定時の実行例（ ｇｗｉｎｆコマンド実行時）

ｒｅｍｏｔｅ ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ ｇｗｉｎｆ －ｄｓｐ

ＰＮ ＮＯ ＩＰ Ａｄｄｒｅｓｓ ｐｔ

７００ １ １７２．２４．８７．２１ ５０６０

７１０ １ １７２．２４．８８．３３ ５０６０

７１１ １ １９２．１６８．１．２ ５０６０

７１２ １ ２０２．１０１．１０．２ ５０６０

７１３ １ ２０２．１０２．１０．５ ５０６０

７２０ １ ２０２．１１１．１０．４ ５０６０

７３０ ２ ２０２．１０５．１０．７ ５０６０

７３１ ３ ２０２．１２３．１０．２ ５０６０

７３２ ４ １６４．７０．８５．１２２ ５０６０

７３３ １ １９２．１６９．１．１ ５０６０

－ ＭＯＲＥ －

７３４ ５ ２０２．１０１．１０．２ ５０６０

７４０ ６ １７２．２４．８９．１２ ５０６０

７５０ ７ ２０２．１０３．１０．４ ５０６０

７５１ ８ ２０２．１０６．１０．４ ５０６０

７５２ １ ２０２．１０７．１０．２ ５０６０

ｒｅｍｏｔｅ［］ ｃｉｐ＞

注 ） 「－ ＭＯＲＥ －」表示時にいずれかの ｋｅｙ を押すと画面がスクロールし、続きを表示し

ます。この時、 「－ ＭＯＲＥ －」の文字は画面には残りません。
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２．２．７ ⅿｏⅾｕⅼｅｓｔａｔコマンド

（１） コマンドの機能

・コマンド投入時の装置状態及びチャネル状態を表示します。

（２） 実行資格（○：実行可能、 ：対象外）

一般ユーザ ○（Ｒ）

スーパ・ユーザ ○（Ｒ）

メンテナンス・ユーザ ○（Ｒ）

（３） 入力形式

ｍｏｄｕｌｅｓｔａｔ

（４） コマンドの実行例

① コマンド実行

ｒｅｍｏｔｅ［］ ｃｉｐ＞ ｍｏｄｕｌｅｓｔａｔ

ＳＹＳ－ＳＴＡＴＵＳ ： ａｃｔｉｖｅ ＊１

ｃｈ１ ： ｆｒｅｅ＊２ ｃｈ２ ： ｕｓｅ ｃｈ３ ： ｆｒｅｅ ｃｈ４ ： ｆｒｅｅ ｃｈ５ ： ｌｏｃｋｏｕｔ

ｃｈ６ ： ｆｒｅｅ ｃｈ７ ： ｕｓｅ ｃｈ８ ： ｆｒｅｅ ｃｈ９ ： ｆｒｅｅ ｃｈ１０： ｆｒｅｅ

ｃｈ１１： ｆｒｅｅ ｃｈ１２： ｕｓｅ ｃｈ１３： ｆｒｅｅ ｃｈ１４： ｆｒｅｅ ｃｈ１５： ｆｒｅｅ

ｃｈ１６： ｆｒｅｅ ｃｈ１７： ｕｓｅ ｃｈ１８： ｆｒｅｅ ｃｈ１９： ｆｒｅｅ ｃｈ２０： ｆｒｅｅ

ｃｈ２１： ｆｒｅｅ ｃｈ２２： ｕｓｅ ｃｈ２３： ｆｒｅｅ ｃｈ２４： ｆｒｅｅ ｃｈ２５： ｆｒｅｅ

ｃｈ２６： ｆｒｅｅ ｃｈ２７： ｕｓｅ ｃｈ２８： ｆｒｅｅ ｃｈ２９： ｆｒｅｅ ｃｈ３０： ｌｏｃｋｏｕｔ

ｒｅｍｏｔｅ［］ ｃｉｐ＞

＊１ 本装置のシステム状態を表示します。

［ 装置状態 ］

ｉｎｉｔ ： 初期設定中の状態

ａｃｔｉｖｅ ： 正常に運用されている状態

ｆａｕｌｔ（ｔｍｐ） ： 一時障害により呼設定不可能な状態

ｆａｕｌｔ（ｆｉｘ） ： 固定障害により呼設定不可能な状態

＊２ 本装置のチャネル毎の状態を表示します。

［ チャネル状態 ］

ｉｎｉｔ ： 初期設定中／閉塞 （チャネル絞込 ）による使用不可状態

ｆｒｅｅ ： 空き状態

ｕｓｅ ： 使用中状態

ｌｏｃｋｏｕｔ ： ロックアウト中によりチャネル使用不可状態

ｆａｕｌｔ ： 障害によりチャネル閉塞中の状態
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２．３ 構成情報に関する操作

２．３．１ ⅽａｒⅾコマンド

（１） コマンドの機能

・本装置のカード属性の登録（変更）を行います。

・引数 －ａに続け、 ｉｐ，ｓｍ，ｇｗ，ｈｏｓｔ，ｕｃｓｐ，ｃｏｄｅｒ，ｔｉｍｅｓｖｒを指定してください。

・引数の ｉｐ，ｓｍ，ｇｗ，ｈｏｓｔ，ｕｃｓｐ，ｃｏｄｅｒ，ｔｉｍｅｓｖｒについては、

引数に続けて設定値を指定してください。

（例 ：ｉｐ１７２．２７．５５．１３３）

・引数として －ｄｓｐを指定した場合には、以降のパラメータを全て省略してください。

・全ての設定値は、ｓａｖｅ後のｒｅｓｅｔで有効になります。

（２） 実行資格（○：実行可能、 ：対象外）

一般ユーザ ○（Ｒ）

スーパ・ユーザ ○（Ｒ／Ｗ）

メンテナンス・ユーザ ○（Ｒ／Ｗ）

（３） 入力形式

ｃａｒｄ ｛ －ａ∣ －ｄｓｐ ｝ ［ ＜ｉｐ＞ ＜ｓｍ＞ ＜ｇｗ＞ ＜ｈｏｓｔ＞ ＜ｕｃｓｐ＞ ＜ｃｏｄｅｒ＞ ＜ｔｉｍｅｓｖｒ＞ ］

・引数 －ａ ： カード属性を登録（変更）します。

－ｄｓｐ ： カード属性を表示します。

ｉｐ ： ＩＰアドレス

ｓｍ ： サブネットマスク

ｇｗ ： デフォルトゲートウェイ ＩＰアドレス

ｈｏｓｔ ： ホスト名

ｕｃｓｐ ： 無通信監視時間

０～ ６００ （秒）

ｃｏｄｅｒ ： ⅭＯⅮＥⅭ種別

１： Ｇ７２９Ａ

２： Ｇ７１１

３： Ｇ７１１または Ｇ７２９Ａ

ｔｉｍｅｓｖｒ ： 時刻同期リモートホスト活性条件

０：非活性（ ｉｎａｃｔｉｖｅ）

１：活性（ ａｃｔｉｖｅ）
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（注１）ＩＰアドレスの設定について

クラスＡ、クラスＢ、クラスⅭのみ指定可能です。

但し以下の値は指定できません。

・ネットワークアドレスがすべて０の場合

・ネットワークアドレスがすべて１の場合

・ホストアドレスがすべて０の場合

・ホストアドレスがすべて１の場合

（注２ ） サブネットマスクを省略した場合は、 ＩＰアドレスクラスに

相当するデフォルトのサブネットマスクが自動で設定されます。

（注３ ） ホスト名設定可能文字は、４～８文字で、使用可能な文字はＡ～Ｚ、

ａ～ｚ、０～９および記号（下表 ）です。なおすべて半角のみです。

入力可能記号一覧表

＠ ｀ ！ ＃ ＄ ％ ＆ （ ） ＊ ＋

， － ． ／ ： ； ＜ ＝ ＞ ？ ［

］ ＾ ＿ ｛ ｜ ｝ ‾

空白は使用できません。

（注４ ） 無通信監視時間に０を設定した場合、無通信監視を行いません。

０以外を指定した場合、指定時間以上音声パケットを受信しない場合に

呼を解放します。（但し無音圧縮非活性の場合）

（注５ ） 送信間隔を３０ⅿｓに設定している場合、ⅭＯⅮＥⅭ種別を ”Ｇ７１１”，”Ｇ７１１

または Ｇ７２９Ａ”に設定する事はできません。
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初期値（本コマンドを投入しなかった場合の初期値）

ＩＰアドレス （ｉｐ） １９２．１６８．１．１

サブネットマスク （ｓｍ） ２５５．２５５．２５５．０

デフォルトゲートウェイＩＰアドレス （ｇｗ） ０．０．０．０

ホスト名 （※ １） （ｈｏｓｔ） ＳＩＶ７３０

無通信監視時間 （ｕｃｓｐ） ３０秒

ⅭＯⅮＥⅭ種別 （ｃｏｄｅｒ） Ｇ７１１または Ｇ７２９Ａ

時刻同期 リモートホスト活性条件 （ｔｉｍｅｓｖｒ） 非活性

※ １）Ｅ０２系のソフトは ＳＩＶ７３５になります。

パラメータ入力条件

ｉｐ ｓｍ ｇｗ ｈｏｓｔ ｕｃｓｐ ｃｏｄｅｒ ｔｉｍｅｓｖｒ

変更（登録） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

表示 × × × × × × ×

○：投入可

×：投入不可
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（４） コマンドの実行例

① コマンド実行（カード属性の変更）

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ｃａｒｄ －ａ ｉｐ１９２．１６８．１．１００ ｓｍ２５５．２５５．２５５．０ ｈｏｓｔＳＩＶ７３０

Ｃｏｍｐｌｅｔｅ．

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞

② コマンド実行（カード属性状態の表示）

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ｃａｒｄ －ｄｓｐ

＊＊＊ ｃａｒｄ ＊＊＊

＊＊＊ ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ ＊＊＊

ＩＰ ａｄｄｅｒｓｓ １９２．１６８．１．１

ｓｕｂｎｅｔｍａｓｋ ２５５．２５５．２５５．０

ｇａｔｅｗａｙ ０．０．０．０

ｈｏｓｔ ＳＩＶ７３０

ｕｃｓｐ（ｓｅｃ） ３０

ｃｏｄｅｒ Ｇ７１１／Ｇ７２９Ａ

ｔｉｍｅｓｖｒ ｉｎａｃｔｉｖｅ

＊＊＊ Ｓａｖｅｄ ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ ＊＊＊

ＩＰ ａｄｄｅｒｓｓ １９２．１６８．１．１

ｓｕｂｎｅｔｍａｓｋ ２５５．２５５．２５５．０

ｇａｔｅｗａｙ ０．０．０．０

ｈｏｓｔ ＳＩＶ７３０

ｕｃｓｐ（ｓｅｃ） ３０

ｃｏｄｅｒ Ｇ７１１／Ｇ７２９Ａ

ｔｉｍｅｓｖｒ ｉｎａｃｔｉｖｅ

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞
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２．３．２ ｇｗｉｎｆコマンド

（１） コマンドの機能

・相手先ゲートウェイ情報の登録／変更／削除／表示をおこないます。

・引数の ｐｎ，ｎｏ，ｉｐ，ｐｔ については、 ｐｎ，ｎｏ，ｉｐ，ｐｔ に続けて設定値を指定してください。

（例 ：ｐｎ７７９６，ｉｐ１９２．１６８．１．１，ｐｔ５０６０）

・引数として －ｄを指定した場合には、 ｐｎを必ず指定し、 ｎｏは省略可で、 ｉｐ，ｐｔは

省略してください。

・引数 －ａで変更した情報は、変更後の発信より有効となります。すでに接続中の通信には

影響しません。

・プロキシサーバ連携サービスが非活性又は活性 （呼毎切替 ）の場合に本コマンドの設定が

有効です。

（２） 実行資格（○：実行可能、 ：対象外）

一般ユーザ ○（Ｒ）

スーパ・ユーザ ○（Ｒ／Ｗ）

メンテナンス・ユーザ ○（Ｒ／Ｗ）

（３） 入力形式

ｇｗｉｎｆ ｛ －ｓ∣ －ａ∣ －ｄ∣ －ｄｓｐ ｝ ［＜ｐｎ＞ ＜ｎｏ＞ ＜ｉｐ＞ ＜ｐｔ＞］

・引数 －ｓ ： 相手先ゲートウェイ情報の登録を行います。

－ａ ： 相手先ゲートウェイ情報の変更を行います。

－ｄ ： 相手先ゲートウェイ情報の削除を行います。

－ｄｓｐ ： 相手先ゲートウェイ情報の表示を行います。

ｐｎ ： 相手先番号 （０～ ９ より構成される８桁以内の数字）

ｎｏ ： 相手先ゲートウェイ迂回番号 （１～ ８）

ｉｐ ： 相手先のＩＰアドレス

ｐｔ ： 相手先のＳＩＰポート番号

相手先ゲートウェイ情報最大登録可能数

登録種別 引数 登録可能数

－ｓ ｐｎ ２０４８

－ｓ ｉｐ（及び ｐｔ） １０２４

※同一ＩＰアドレス・ＳＩＰポート番号に対し複数の相手先を登録できます。
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パラメータ入力条件

相手先ゲートウェイ情報 （ 引数 －ｓ指定）／相手先ゲートウェイ情報（引数 －ａ指定）時

引数 ｐｎ ｎｏ ｉｐ ｐｔ

－ｓ ◎ ○ ◎ ○

－ａ ◎ ○ ○ ○

◎：投入要（省略不可）

○：投入可／変更可

注１：相手先ゲートウェイ情報登録時、 ｐｔを省略した場合ＳＩＰポート番号は

５０６０となる。

注２：相手先ゲートウェイ情報変更時の ｉｐ、 ｐｔ同時省略は不可能である。

注３：相手先ゲートウェイ迂回番号は１～８まで登録できる。

相手先ゲートウェイと接続する場合には、１から順に登録された相手先の

ＩＰアドレスに対して接続を行う。

迂回される場合とは、相手先との接続が不可の場合であり、迂回番号順に、

登録された次の相手先ＩＰアドレスに対して接続を行う。

注４：登録・変更時に、 ｎｏを省略した場合、相手先ゲートウェイ迂回番号は１固定と

なる。

相手先ゲートウェイ情報（引数 －ｄ指定）時

引数 ｐｎ ｎｏ ｉｐ ｐｔ

－ｄ ◎ ○ × ×

◎：投入要（省略不可）

○：投入可

×：指定不可

注１： ｐｎのみ指定の場合該当 ｐｎ配下の情報を全て削除し、 ｐｎと ｎｏを指定した場合は

該当 ｐｎ配下の該当 ｎｏに登録されている情報のみを削除する。

相手先ゲートウェイ情報（引数 －ｄｓｐ指定）時

機能 ｐｎ ｎｏ ｉｐ ｐｔ ◎：投入要（省略不可）

×：投入不要

ｐｎ指定 ◎ × × ×

ｉｐ指定 × × ◎ ×

全指定 × × × ×
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（４） コマンドの実行例

① コマンド実行（ －ｓ指定 ）

ｒｅｍｏｔｅ ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ ｇｗｉｎｆ －ｓ ｐｎ７７００ ｎｏ１ ｉｐ２０２．１０１．１０．１ ｐｔ５０６０

Ｃｏｍｐｌｅｔｅ．

ｒｅｍｏｔｅ ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞

② コマンド実行（①で登録した相手先ゲートウェイ情報を変更する場合）

ｒｅｍｏｔｅ ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ ｇｗｉｎｆ －ａ ｐｎ７７００ ｎｏ１ ｉｐ２０２．１０１．１０．２

Ｃｏｍｐｌｅｔｅ．

ｒｅｍｏｔｅ ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞

③ コマンド実行（①で登録した相手先ゲートウェイ情報を削除する場合）

ｒｅｍｏｔｅ ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ ｇｗｉｎｆ －ｄ ｐｎ７７００ ｎｏ１

Ｃｏｍｐｌｅｔｅ．

ｒｅｍｏｔｅ ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞

④ コマンド実行（ －ｄｓｐ指定）

ｒｅｍｏｔｅ ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ ｇｗｉｎｆ －ｄｓｐ

ＰＮ ＮＯ ＩＰ Ａｄｄｒｅｓｓ ｐｔ

７７００ １ ２０２．１０１．１０．２ ５０６０

２ ２０２．１０１．１０．３ ５０６０

４ ２０２．１０１．１０．４ ５０６０

７７１０ ２ １６４．７０．８５．１２２ ５０６０

８ １６４．７０．８５．１２８ ５０６０

７７２０ ４ １９２．１６９．１．１ ５０６０

ｒｅｍｏｔｅ ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞

注意事項

１．相手先番号を登録 ／ 変更する場合、以下の条件がある。

①登録しようとする番号のレベル（桁数 ） と登録済レベル（桁数 ） は一致

させる必要がある。

例 ）７７０が登録済の場合、 ７７０１は登録できない。 ７７１ は登録可能。

また、 ７７は登録できない。

２．同じＩＰアドレスに対して登録する場合、ポート番号は一致する必要がある。
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２．３．３ ｖｏｉｆコマンド

（１） コマンドの機能

・ＱＯＳ制御条件、ⅭＯⅮＥⅭ制御条件を変更／出力します。

・変更した内容は、次に発生した呼から有効です。

ただしシグナリング優先度、 ＲＴＰ音声パケット優先度、 ＦＡＸ（Ｔ．３８）パケット優先度に

ついては、ｓａｖｅ後のｒｅｓｅｔで有効になります。

・出力コマンドでは、現在動作中の制御条件が出力されます。

（２） 実行資格（○：実行可能、 ：対象外）

一般ユーザ ○（Ｒ）

スーパ・ユーザ ○（Ｒ／Ｗ）

メンテナンス・ユーザ ○（Ｒ／Ｗ）

（３） 入力形式

ｖｏｉｆ ｛ －ａ∣ －ｄｓｐ ｝｛ －ｑ∣ －ｃ ｝

［＜ｄｃｌｓ＞＜ｂｃｌｓ＞＜ｆｃｌｓ＞＜ｍａｘ＞＜ｍｉｎ＞＜ｏｐｔ＞＜ｉｎｔｖｌ＞＜ｒｅｄｕｎ＞］

［＜ｄｔｍｆ＞＜ｅｃｅ＞＜ｓｃｅ＞＜ｐｆｅ＞＜ｈｐｆｅ＞＜ｖｖｏｌ＞＜ｆｘｅ＞＜ｆｒａｔｅ＞＜ｆｖｏｌ＞＜ｉｖｏｌ＞］

・引数 －ａ ： ＱＯＳ／ⅭＯⅮＥⅭ制御条件の変更を行います。

－ｄｓｐ ： ＱＯＳ／ⅭＯⅮＥⅭ制御条件の内容を表示します。

－ｑ ： ＱＯＳ制御条件を変更します。

－ｃ ： ⅭＯⅮＥⅭ制御条件を変更します。

ｄｃｌｓ ： シグナリング優先度 （ＴＯＳフィールドの ＰＲＥＤＥＮＣＥの値 ）

ｂｃｌｓ ： ＲＴＰ音声パケット優先度 （ＴＯＳフィールドの ＰＲＥＤＥＮＣＥの値 ）

ｆｃｌｓ ： ＦＡＸ（Ｔ．３８）パケット優先度 （ＴＯＳフィールドの ＰＲＥＤＥＮＣＥの値 ）

ｍａｘ ： 最大遅延時間 （ゆらぎ吸収バッファ ）

ｍｉｎ ： 最小遅延時間 （ゆらぎ吸収バッファ ）

ｏｐｔ ： 調整係数

ｉｎｔｖｌ ： 音声パケット送信間隔

ｒｅｄｕｎ ： Ｔ．３８パケット冗長度

ｄｔｍｆ ： ＰＢ処理種別

ｅｃｅ ： エコーキャンセラ活性条件

ｓｃｅ ： 無音圧縮活性条件

ｐｆｅ ： ポストフィルタ活性条件

ｈｐｆｅ ： ハイパスフィルタ活性条件

ｖｖｏｌ ： 音声ボリューム設定（ⅬＡＮ→ＴＴⅭ回線）

ｆｘｅ ： ＦＡＸリレー活性条件

ｆｒａｔｅ ： ＦＡＸ最大スピード設定

ｆｖｏｌ ： ＦＡＸボリューム設定（ⅬＡＮ→ＴＴⅭ回線）

ｉｖｏｌ ： 入力ボリューム設定（ＴＴⅭ回線→ⅬＡＮ）
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ＱＯＳ制御条件変更時の各パラメータの設定可能範囲および初期値

パラメータ 名（英名） 設定範囲 初期値

シグナリング優先度 （ｄｃｌｓ） ０～ ７ ４

ＲＴＰ音声パケット優先度 （ｂｃｌｓ） ０～ ７ ５

ＦＡＸ（Ｔ．３８）パケット優先度 （ｆｃｌｓ） ０～ ７ ４

最大遅延時間 （ｍａｘ） １～ １５ （単位 ：２０ｍｓ） ７

最小遅延時間 （ｍｉｎ） ０～ １４ （単位 ：２０ｍｓ） １

調整係数 （ｏｐｔ） ０～ １２ ７

音声パケット送信間隔 （ｉｎｔｖｌ） １～ ５ （単位 ：２０ｍｓ） ※１ １

Ｔ．３８パケット冗長度 （ｒｅｄｕｎ） ０～ ２ ０

※１） ＣＯＤＥＣ種別に Ｇ７２９Ａが設定されている場合、 ｉｎｔｖｌに １．５を設定する事により送信間隔

を ３０ｍｓにする事ができます。

最大遅延時間は最小遅延時間を超える値でなければなりません。

Ｔ．３８パケット冗長度は、帯域設計に注意して設定しなければなりません。

Ｅ０１系のソフトはⅽａｒⅾコマンドで設定する ＣＯＤＥＣ種別と実装回線数に応じ、送信間隔

は下表の範囲で設定しなければなりません。【重要】

音声パケット送信間隔の選択条件 （Ｅ０１系のみ ）

実装回線数 （注 １）

ＣＯＤＥＣ種別

１～ １５ １６～ ２０ ２１～ ２５ ２６～ ３０

Ｇ７１１ １～３ ２～ ３ ２～ ３ ２～ ３

Ｇ７２９Ａ １～５ １．５，２～ ５ １．５，２～ ５ ２～ ５

Ｇ７１１または Ｇ７２９Ａ １～３ ２～ ３ ２～ ３ ２～ ３

（注 １）実装回線数は、 ｃｈｇｒｏｕｐコマンドの終了 チャネル（ｅｃｈ）－開始 チャネル（ｓｃｈ）＋１の値となる。

（初期値は、 ３０チャネル）

ⅭＯⅮＥⅭ制御条件変更時の各パラメータの設定可能範囲および初期値

パラメータ 名（英名） 設定範囲 初期値

ＰＢ処理種別 （ｄｔｍｆ） ０：音声として透過 ０

エコーキャンセラ活性条件 （ｅｃｅ） ０：非活性、 １：活性 １

無音圧縮活性条件 （ｓｃｅ） ０：非活性、 １：活性 ０

ポストフィルタ活性条件 （ｐｆｅ） ０：非活性、 １：活性 １

ハイパスフィルタ活性条件 （ｈｐｆｅ） １：活性 １
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ⅭＯⅮＥⅭ制御条件変更時の各パラメータの設定可能範囲および初期値 （続き ）

パラメータ 名（英名） 設定範囲 初期値

音声ボリューム設定 （ｖｖｏｌ） ０：Ｍｕｔｅ １６：－１６ ３２：０ ４８：１６ ３２

１：－３１ １７：－１５ ３３：１ ４９：１７

２：－３０ １８：－１４ ３４：２ ５０：１８

３：－２９ １９：－１３ ３５：３ ５１：１９

４：－２８ ２０：－１２ ３６：４ ５２：２０

５：－２７ ２１：－１１ ３７：５ ５３：２１

６：－２６ ２２：－１０ ３８：６ ５４：２２

７：－２５ ２３：－９ ３９：７ ５５：２３

８：－２４ ２４：－８ ４０：８ ５６：２４

９：－２３ ２５：－７ ４１：９ ５７：２５

１０：－２２ ２６：－６ ４２：１０ ５８：２６

１１：－２１ ２７：－５ ４３：１１ ５９：２７

１２：－２０ ２８：－４ ４４：１２ ６０：２８

１３：－１９ ２９：－３ ４５：１３ ６１：２９

１４：－１８ ３０：－２ ４６：１４ ６２：３０

１５：－１７ ３１：－１ ４７：１５ ６３：３１

［単位 ：ｄＢ］

ＦＡＸリレー活性条件 （ｆｘｅ） ０：非活性、 １：活性 １

ＦＡＸ最大スピード設定 （ｆｒａｔｅ） ０：２４００ ５

１：４８００

２：７２００

３：９６００

４：１２０００

５：１４４００

６：（指定不可 ）

７：（指定不可 ） ［単位 ：ｂｐｓ］

ＦＡＸボリューム設定 （ｆｖｏｌ） ０：－１８．５ ８：－１０．５ ９

１：－１７．５ ９：－９．５

２：－１６．５ １０：－８．５

３：－１５．５ １１：－７．５

４：－１４．５ １２：－６．５

５：－１３．５ １３：－５．５

６：－１２．５ １４：－４．５

７：－１１．５ １５：－３．５ ［単位 ：ｄＢｍ］

入力ボリューム設定 （ｉｖｏｌ） ０：Ｍｕｔｅ １６：－１６ ３２：０ ４８：１６ ３２

１：－３１ １７：－１５ ３３：１ ４９：１７

２：－３０ １８：－１４ ３４：２ ５０：１８

３：－２９ １９：－１３ ３５：３ ５１：１９

４：－２８ ２０：－１２ ３６：４ ５２：２０

５：－２７ ２１：－１１ ３７：５ ５３：２１

６：－２６ ２２：－１０ ３８：６ ５４：２２

７：－２５ ２３：－９ ３９：７ ５５：２３

８：－２４ ２４：－８ ４０：８ ５６：２４

９：－２３ ２５：－７ ４１：９ ５７：２５

１０：－２２ ２６：－６ ４２：１０ ５８：２６

１１：－２１ ２７：－５ ４３：１１ ５９：２７

１２：－２０ ２８：－４ ４４：１２ ６０：２８

１３：－１９ ２９：－３ ４５：１３ ６１：２９

１４：－１８ ３０：－２ ４６：１４ ６２：３０

１５：－１７ ３１：－１ ４７：１５ ６３：３１

［単位 ：ｄＢ］

ＰＢ処理種別とハイパスフィルタ活性条件は初期値以外指定不可
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ＱＯＳ制御条件変更時パラメータ入力条件

ｄｃｌｓ ｂｃｌｓ ｆｃｌｓ ｍａｘ ｍｉｎ ｏｐｔ ｉｎｔｖｌ ｒｅｄｕｎ

変更 （－ａ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

表示 （－ｄｓｐ） × × × × × × × ×

○：投入可／変更可

×：投入不可

ⅭＯⅮＥⅭ制御条件変更時パラメータ入力条件

ｄｔｍｆ ｅｃｅ ｓｃｅ ｐｆｅ ｈｐｆｅ ｖｖｏｌ ｆｘｅ ｆｒａｔｅ ｆｖｏｌ ｉｖｏｌ

変更 （－ａ） × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

表示 （－ｄｓｐ） × × × × × × × × × ×

○：投入可／変更可

×：投入不可

（４） コマンドの実行例

① コマンド実行（ＱＯＳ制御条件変更 ）

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ｖｏｉｆ －ａ －ｑ ｄｃｌｓ５ ｂｃｌｓ５ ｆｃｌｓ５ ｍａｘ７ ｍｉｎ１ ｏｐｔ７ ｉｎｔｖｌ２ ｒｅｄｕｎ１

Ｃｏｍｐｌｅｔｅ．

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞

② コマンド実行（ⅭＯⅮＥⅭ制御条件変更 ）

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ｖｏｉｆ －ａ －ｃ ｖｖｏｌ３２ ｐｆｅ０ ｉｖｏｌ３２

Ｃｏｍｐｌｅｔｅ．

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞
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③ コマンド実行（制御条件の表示）

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ｖｏｉｆ －ｄｓｐ

＊＊＊ ｖｏｉｆ ＊＊＊

ＱＯＳ

ｄｃｌｓ ４

ｂｃｌｓ ５

ｆｃｌｓ ４

ｍａｘ（ｍｓ） １４０

ｍｉｎ（ｍｓ） ２０

ｏｐｔ ７

ｉｎｔｖｌ（ｍｓ） ４０

ｒｅｄｕｎ ０

ＣＯＤＥＣ

ｄｔｍｆ ０

ｅｃｅ ａｃｔｉｖｅ

ｓｃｅ ｉｎａｃｔｉｖｅ

ｐｆｅ ａｃｔｉｖｅ

ｈｐｆｅ ａｃｔｉｖｅ

ｖｖｏｌ（ｄＢ） ０

ｆｘｅ ａｃｔｉｖｅ

ｆｒａｔｅ（ｂｐｓ） ９６００

ｆｖｏｌ（ｄＢｍ） －９．５

ｉｖｏｌ（ｄＢ） ０

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞
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２．３．４ ｓｉｐコマンド

（１） コマンドの機能

・ＳＩＰサービス条件を変更／出力します。

・引数 －ａに続け、 ｐｔ，ｒｔｐｍａｘ，ｒｔｐｍｉｎ，ｓｅｓｔｉｍ，ｓｅｓｔｄｅｆ，ｓｅｓｔｍａｘ，ｓｅｓｔｍｉｎを指定してください。

・引数の ｐｔ，ｒｔｐｍａｘ，ｒｔｐｍｉｎ，ｓｅｓｔｉｍ，ｓｅｓｔｄｅｆ，ｓｅｓｔｍａｘ，ｓｅｓｔｍｉｎについては、

引数に続けて設定値を指定してください。

（例 ：ｒｔｐｍａｘ１６９９９）

・引数として －ｄｓｐを指定した場合には、以降のパラメータを全て省略してください。

・全ての設定値は、ｓａｖｅ後のｒｅｓｅｔで有効になります。

（２） 実行資格（○：実行可能、 ：対象外）

一般ユーザ ○（Ｒ）

スーパ・ユーザ ○（Ｒ／Ｗ）

メンテナンス・ユーザ ○（Ｒ／Ｗ）

（３） 入力形式

ｓｉｐ ｛ －ａ∣ －ｄｓｐ ｝ ［ ＜ｐｔ＞ ＜ｒｔｐｍａｘ＞ ＜ｒｔｐｍｉｎ＞

＜ｓｅｓｔｉｍ＞ ＜ｓｅｓｔｄｅｆ＞ ＜ｓｅｓｔｍａｘ＞ ＜ｓｅｓｔｍｉｎ＞ ］

・引数 －ａ ： ＳＩＰサービス条件の変更を行います。

－ｄｓｐ ： ＳＩＰサービス条件を表示します。

ｐｔ ： ＳＩＰシグナリングポート番号

ｒｔｐｍａｘ ： ＲＴＰ／ＲＴⅭＰ用ポート番号上限

ｒｔｐｍｉｎ ： ＲＴＰ／ＲＴⅭＰ用ポート番号下限

ｓｅｓｔｉｍ ： セッションタイマ活性条件

０：非活性（ ｉｎａｃｔｉｖｅ）

１：活性（ ａｃｔｉｖｅ）

２：活性（ ａｃｔｉｖｅ（ｎｏｔ ｒｅｌｅａｓｅ））

ｓｅｓｔｄｅｆ ： セッションタイマデフォルト値

ｓｅｓｔｍａｘ ： セッションタイマ最大値

ｓｅｓｔｍｉｎ ： セッションタイマ最小値

（注１ ） 全ての設定値はデフォルトで運用可能であり、特に変更する必要はありません。

ルータ側でポート番号による優先制御を行う場合には、ＲＴＰ／ＲＴⅭＰ用ポー

ト番号範囲をルータの設定と合わせて下さい。
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各パラメータの設定可能範囲および初期値

パラメータ 名（英名） 設定範囲 初期値

ＳＩＰシグナリングポート番号 （ｐｔ） １０２５～ ６５５３５ ５０６０

ＲＴＰ／ＲＴＣＰ用ポート番号上限 （ｒｔｐｍａｘ） １０２６～ ６５５３５ １６４８３

ＲＴＰ／ＲＴＣＰ用ポート番号下限 （ｒｔｐｍｉｎ） １０２５～ ６５５３４ １６３８４

セッションタイマ活性条件 （ｓｅｓｔｉｍ） ０：非活性 １：活性 １

２：活性 （呼解放なし ）

セッションタイマデフォルト値 （ｓｅｓｔｄｅｆ） ２０～ ８６４００ １８０

セッションタイマ最大値 （ｓｅｓｔｍａｘ） ２０～ ８６４００ ３６００

セッションタイマ最小値 （ｓｅｓｔｍｉｎ） ２０～ ８６４００ １８０

パラメータ入力条件

ｐｔ ｒｔｐｍａｘ ｒｔｐｍｉｎ ｓｅｓｔｉｍ ｓｅｓｔｄｅｆ ｓｅｓｔｍａｘ ｓｅｓｔｍｉｎ

変更 （－ａ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

表示 （－ｄｓｐ） × × × × × × ×

○：投入可／変更可

×：投入不可

（４） コマンドの実行例

① コマンド実行（設定変更）

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ｓｉｐ －ａ ｒｔｐｍａｘ１６６９９ ｒｔｐｍｉｎ１６６００

Ｃｏｍｐｌｅｔｅ．

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞

② コマンド実行（設定表示）

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ｓｉｐ －ｄｓｐ

＊＊＊ ｓｉｐ ＊＊＊

ｐｔ ５０６０

ｒｔｐｍａｘ １６４８３

ｒｔｐｍｉｎ １６３８４

ｓｅｓｔｉｍ ａｃｔｉｖｅ

ｓｅｓｔｄｅｆ １８００

ｓｅｓｔｍａｘ ３６００

ｓｅｓｔｍｉｎ １８０

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞
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２．３．５ ｐｒｏｘｙコマンド

（１） コマンドの機能

・プロキシサーバ連携サービスの各種条件を変更／出力します。

・引数 －ａに続け、 ｓｖａｃｔ，ｉｐ＿ｐ，ｐｔ＿ｐ，ｉｐ＿ｓ，ｐｔ＿ｓ，ｂｋｎｏ，ｂｋｉｐ，ｂｋｐｔ，ｕｓｅｒ，ｐａｓｓｗｄ，ｄｏｍａｉｎを指定し

てください。

・引数の ｓｖａｃｔ，ｉｐ＿ｐ，ｐｔ＿ｐ，ｉｐ＿ｓ，ｐｔ＿ｓ，ｂｋｎｏ，ｂｋｉｐ，ｂｋｐｔ，ｕｓｅｒ，ｐａｓｓｗｄ，ｄｏｍａｉｎについては、引数

に続けて設定値を指定してください。

（例 ：ｉｐ＿ｐ１７２．２４．８７．２０）

・引数として －ｄｓｐを指定した場合には、以降のパラメータを全て省略してください。

・全ての設定値は、ｓａｖｅ後のｒｅｓｅｔで有効になります。

（２） 実行資格（○：実行可能、 ：対象外）

一般ユーザ ○（Ｒ）

スーパ・ユーザ ○（Ｒ／Ｗ）

メンテナンス・ユーザ ○（Ｒ／Ｗ）

（３） 入力形式

ｐｒｏｘｙ ｛ －ａ∣ －ｄｓｐ ｝ ［ ＜ｓｖａｃｔ＞ ＜ｉｐ＿ｐ＞ ＜ｐｔ＿ｐ＞ ＜ｉｐ＿ｓ＞ ＜ｐｔ＿ｓ＞ ＜ｂｋｎｏ＞ ＜ｂｋｉｐ＞

＜ｂｋｐｔ＞ ＜ｕｓｅｒ＞ ＜ｐａｓｓｗｄ＞ ＜ｄｏｍａｉｎ＞ ］

・引数 －ａ ： プロキシサーバ連携サービス条件の変更を行います。

－ｄｓｐ ： プロキシサーバ連携サービス条件を表示します。

ｓｖａｃｔ ： プロキシサーバ連携サービス活性条件

０：非活性（ ｉｎａｃｔｉｖｅ）

１：活性（ ａｃｔｉｖｅ）

２：活性（ ａｃｔｉｖｅ（ｓｅｌｅｃｔ ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ））

ｉｐ＿ｐ ： プロキシサーバＩＰアドレス （プライマリ ）

ｐｔ＿ｐ ： プロキシサーバポート番号 （プライマリ ）

ｉｐ＿ｓ ： プロキシサーバＩＰアドレス （セカンダリ ）

ｐｔ＿ｓ ： プロキシサーバポート番号 （セカンダリ ）

ｂｋｎｏ ： 予備プロキシサーバ番号 （１～ ８）

ｂｋｉｐ ： 予備プロキシサーバＩＰアドレス

ｂｋｐｔ ： 予備プロキシサーバポート番号

ｕｓｅｒ ： 認証用ユーザ名

ｐａｓｓｗｄ ： 認証用パスワード

ｄｏｍａｉｎ ： サービスドメイン
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各パラメータの設定可能範囲および初期値

パラメータ 名（英名） 設定範囲 初期値

プロキシサーバ連携サービス活性条件 （ｓｖａｃｔ） ０：非活性 １：活性 ０

２：活性 （呼毎切替 ）

プロキシサーバＩＰアドレス （プライマリ ） （ｉｐ＿ｐ） ０．０．０．０

プロキシサーバポート番号 （プライマリ ） （ｐｔ＿ｐ） １０２５～ ６５５３５ ５０６０

プロキシサーバＩＰアドレス （セカンダリ ） （ｉｐ＿ｓ） ０．０．０．０

プロキシサーバポート番号 （セカンダリ ） （ｐｔ＿ｓ） １０２５～ ６５５３５ ５０６０

予備プロキシサーバ番号 （ｂｋｎｏ） １～ ８ 無し

予備プロキシサーバＩＰアドレス （ｂｋｉｐ） ０．０．０．０

予備プロキシサーバポート番号 （ｂｋｐｔ） １０２５～ ６５５３５ ５０６０

認証用ユーザ名 （ｕｓｅｒ） ３２文字以内 無し

認証用パスワード （ｐａｓｓｗｄ） ３２文字以内 無し

サービスドメイン （ｄｏｍａｉｎ） １２８文字以内 無し

パラメータ入力条件

ｓｖａｃｔ ｉｐ＿ｐ ｐｔ＿ｐ ｉｐ＿ｓ ｐｔ＿ｓ ｂｋｎｏ ｂｋｉｐ ｂｋｐｔ

（＊ １） （＊ １） （＊ １）

変更 （－ａ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

表示 （－ｄｓｐ） × × × × × × × ×

ｕｓｅｒ ｐａｓｓｗｄ ｄｏｍａｉｎ

変更 （－ａ） ○ ○ ○

表示 （－ｄｓｐ） × × ×

○：投入可／変更可

×：投入不可

＊ １ 予備プロキシサーバ情報変更時、 ｂｋｎｏは省略することは出来ません。 ｂｋｉｐ、 ｂｋｐｔを

同時に省略することは出来ません。また本パラメータは、同時に複数の指定は出来

ません。

３５



（４） コマンドの実行例

① コマンド実行（設定変更）

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ｐｒｏｘｙ －ａ ｓｖａｃｔ１ ｉｐ＿ｐ１７２．２４．８７．２０ ｄｏｍａｉｎｅｘａｍｐｌｅ．ｃｏｍ

Ｃｏｍｐｌｅｔｅ．

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞

② コマンド実行（設定変更）

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ｐｒｏｘｙ －ａ ｂｋｎｏ１ ｂｋｉｐ１７２．２４．８７．１０１

Ｃｏｍｐｌｅｔｅ．

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞

③ コマンド実行（設定表示）

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ｐｒｏｘｙ －ｄｓｐ

＊＊＊ ｐｒｏｘｙ ＊＊＊

ｓｖａｃｔ ａｃｔｉｖｅ

ｉｐ＿ｐ １７２．２４．８７．２０

ｐｔ＿ｐ ５０６０

ｉｐ＿ｓ １７２．２４．８７．２１

ｐｔ＿ｓ ５０６０

ｂｋｉｐ１ ０．０．０．０

ｂｋｐｔ１ ５０６０

ｂｋｉｐ２ ０．０．０．０

ｂｋｐｔ２ ５０６０

ｂｋｉｐ３ ０．０．０．０

ｂｋｐｔ３ ５０６０

ｂｋｉｐ４ ０．０．０．０

ｂｋｐｔ４ ５０６０

ｂｋｉｐ５ ０．０．０．０

ｂｋｐｔ５ ５０６０

ｂｋｉｐ６ ０．０．０．０

ｂｋｐｔ６ ５０６０

ｂｋｉｐ７ ０．０．０．０

ｂｋｐｔ７ ５０６０

ｂｋｉｐ８ ０．０．０．０

ｂｋｐｔ８ ５０６０

ｕｓｅｒ

ｐａｓｓｗｄ

ｄｏｍａｉｎ ｅｘａｍｐｌｅ．ｃｏｍ

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞
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⑸サービス組み合せ条件

プロキシサーバ連携サービス、着信グループサービスの組み合せには以下の制約が

あります。

表中「×」となっている組み合わせを選択することはできません。

（コマンド投入時にエラーとなります）

着信グループ機能活性条件

プロキシサーバ連携 サービス活性条件 ０：非活性 １：活性

０：非活性 ○ ○

１：活性 ○ ×

２：活性 （呼毎切替 ） ○ ×
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２．３．６ ｓｎⅿｐコマンド

（１） コマンドの機能

・ＳＮⅯＰエージェント機能の各種条件の登録／変更／表示を行います。

・引数の ｓｖａｃｔ，ｃｏｎｔａｃｔ，ｎａｍｅ，ｌｏｃａｔｉｏｎ，ｐｕｂｌｉｃ，ｍｇｎｏ，ｃｏｍｍｕｎｉｔｙ，ｍａｎａｇｅｒ，ｔｒａｐについては、

引数に続けて設定値を指定してください。

（例 ：ｃｏｎｔａｃｔＹＡＭＡＤＡ）

・引数として －ｄｓｐを指定した場合には、以降のパラメータを全て省略してください。

・全ての設定値は、ｓａｖｅ後のｒｅｓｅｔで有効になります。

（２） 実行資格（○：実行可能、 ：対象外）

一般ユーザ ○（Ｒ）

スーパ・ユーザ ○（Ｒ／Ｗ）

メンテナンス・ユーザ ○（Ｒ／Ｗ）

（３） 入力形式

ｓｎｍｐ ｛ －ｓ∣ －ａ∣ －ｄ∣ －ｄｓｐ｝ ［ ＜ｓｖａｃｔ＞ ＜ｃｏｎｔａｃｔ＞ ＜ｎａｍｅ＞ ＜ｌｏｃａｔｉｏｎ＞ ＜ｐｕｂｌｉｃ＞

＜ｍｇｎｏ＞ ＜ｃｏｍｍｕｎｉｔｙ＞ ＜ｍａｎａｇｅｒ＞ ＜ｔｒａｐ＞ ］

・引数 －ｓ ： ＳＮⅯＰエージェント機能条件の登録を行います。

－ａ ： ＳＮⅯＰエージェント機能条件の変更を行います。

－ｄ ： ＳＮⅯＰエージェント機能条件の削除を行います。

－ｄｓｐ ： ＳＮⅯＰエージェント機能条件を表示します。

ｓｖａｃｔ ： ＳＮⅯＰエージェント機能活性条件

ｃｏｎｔａｃｔ ： 機器管理者名

ｎａｍｅ ： 機器名称

ｌｏｃａｔｉｏｎ ： 機器設置場所

ｐｕｂｌｉｃ ： パブリック設定

ｍｇｎｏ ： ＳＮⅯＰマネージャ番号（１～４）

ｃｏｍｍｕｎｉｔｙ ： ｍｇｎｏで指定したＳＮⅯＰマネージャのコミュニティ名

ｍａｎａｇｅｒ ： ｍｇｎｏで指定したＳＮⅯＰマネージャのＩＰアドレス

ｔｒａｐ ： ｍｇｎｏで指定したＳＮⅯＰマネージャのトラップ送信条件
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（注１ ） 機器管理者名は本機器の管理者を示す ＭＩＢ変数 ｓｙｓＣｏｎｔａｃｔに設定されます

（注２）機器名称は管理上の機器名称を示す ＭＩＢ変数 ｓｙｓＮａｍｅに設定されます。

（注３）機器設置場所は機器設置場所を示す ＭＩＢ変数 ｓｙｓＬｏｃａｔｉｏｎに設定されます。

（注４）コミュニティ名にはマネージャと通信するためのコミュニティ名を設定

して下さい。

（注５）機器管理者名、機器名称、機器設置場所、コミュニティ名に使用可能な

文字はＡ～Ｚ、ａ～ｚ、０～９および記号（下表 ）です。

すべて半角のみで、空白も使用可能です。

ただし、空白を使用する場合文字列全体をシングルクォート（’）または

ダブルクォート（”）で囲む必要があります。

例） ”ｃｏｎｔａｃｔＹＡＭＡＤＡ ７９０－３１００”

（注６ ） 任意のマネージャとの通信を許可する場合はパブリック設定をＯＮにして

下さい。

（注７ ） 最大４つのＳＮⅯＰマネージャ情報が設定可能です。

入力可能記号一覧表

＠ ｀ ！ ＃ ＄ ％ ＆ （ ） ＊ ＋

， － ． ／ ： ； ＜ ＝ ＞ ？ ［

］ ＾ ＿ ｛ ｜ ｝ ‾

各パラメータの設定可能範囲および初期値

パラメータ 名（英名） 設定範囲 初期値

ＳＮＭＰエージェント機能活性条件 （ｓｖａｃｔ） ０：非活性 １：活性 ０

機器管理者名 （ｃｏｎｔａｃｔ） 英数記号 ４０文字以内 ”ａｄｍｉｎｉｓｔｒａｔｏｒ”

機器名称 （ｎａｍｅ） 英数記号 ３２文字以内

機器設置場所 （ｌｏｃａｔｉｏｎ） 英数記号 ７２文字以内 ”Ｐｌａｎｅｔ Ｅａｒｔｈ”

パブリック設定 （ｐｕｂｌｉｃ） ０：ＯＦＦ １：ＯＮ ０

ＳＮＭＰマネージャ番号 （ｍｇｎｏ） １～４

コミュニティ名 （ｃｏｍｍｕｎｉｔｙ） 英数記号 ３２文字以内

ＳＮＭＰマネージャＩＰアドレス （ｍａｎａｇｅｒ） ０．０．０．０

トラップ送信条件 （ｔｒａｐ） ０：送信しない １：送信する ０
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パラメータ入力条件

１）エージェント情報

引数 ｓｖａｃｔ ｃｏｎｔａｃｔ ｎａｍｅ ｌｏｃａｔｉｏｎ ｐｕｂｌｉｃ

変更 （－ａ） ○ ○ ○ ○ ○

削除 （－ｄ） × × × × ×

○：投入可／変更可

×：投入不可

２）マネージャ情報

引数 ｍｇｎｏ ｃｏｍｍｕｎｉｔｙ ｍａｎａｇｅｒ ｔｒａｐ

登録 （－ｓ） ◎ ○ ◎ ○

変更 （－ａ） ◎ ○ ○ ○

削除 （－ｄ） ◎ × × ×

◎：投入要（省略不可）

○：投入可／変更可

×：投入不可

注１）マネージャ情報登録時、 ｍｇｎｏ及び ｍａｎａｇｅｒの省略は不可である。

注２）マネージャ情報変更時、必ず ｃｏｍｍｕｎｉｔｙ以下のパラメータのいずれかを

指定しなくてはならない。
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（４） コマンドの実行例

① コマンド実行（設定変更）

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ｓｎｍｐ －ａ ｓｖａｃｔ１ ｃｏｎｔａｃｔＹＡＭＡＤＡ ”ｌｏｃａｔｉｏｎＨＯＮＳＨＡ １３Ｆ”

Ｃｏｍｐｌｅｔｅ．

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞

② コマンド実行（設定表示）

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ｓｎｍｐ －ｄｓｐ

＊＊＊ ｓｎｍｐ ＊＊＊

ｓｖａｃｔ ａｃｔｉｖｅ

ｃｏｎｔａｃｔ ＹＡＭＡＤＡ

ｎａｍｅ ＳＩＶ７３０

ｌｏｃａｔｉｏｎ ＨＯＮＳＨＡ １３Ｆ

ｐｕｂｌｉｃ ＯＦＦ

＜ｍａｎａｇｅｒ１＞

ｃｏｍｍｕｎｉｔｙ ＳＡＷＡＮＥＴ

ｍａｎａｇｅｒ １９２．１６８．２４８．１２

ｔｒａｐ ＯＮ

＜ｍａｎａｇｅｒ２＞

ｃｏｍｍｕｎｉｔｙ －

ｍａｎａｇｅｒ －

ｔｒａｐ －

＜ｍａｎａｇｅｒ３＞

ｃｏｍｍｕｎｉｔｙ －

ｍａｎａｇｅｒ －

ｔｒａｐ －

＜ｍａｎａｇｅｒ４＞

ｃｏｍｍｕｎｉｔｙ ＨＯＲＩＮＥＴ

ｍａｎａｇｅｒ １９２．１６８．２４８．２５４

ｔｒａｐ ＯＦＦ

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞
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２．３．７ ｒⅾａｔｅコマンド

（１） コマンドの機能

・指定のリモートマシン（タイムサーバ）から現在時刻を ＳＮＴＰに従って取得します。

（ただし、一般ユーザモードでの変更はできません）。

・引数 －ａに続け、 ｉｐ， ｄａｙ又は、 ｈｏｕｒを指定して下さい。

（但し、周期時刻は ｄａｙ、 ｈｏｕｒのいずれかを指定して下さい。）

ＳＮＴＰを使用して指定のリモートマシンから １９００年 １月 １日 ０時 （ＧＭＴ）からの相対秒を取得して

絶対時間に変換し、この絶対時間と相対時間の差分を差分時間に設定します。

・本コマンドはタイムサーバＩＰアドレスと、周期時刻が未設定の場合は、時刻取得しませ

ん。また、タイムサーバＩＰアドレスのみ設定、周期時刻未設定での再開後も、時刻取得

しません。

・本コマンドは ｃａｒｄコマンドの時刻同期リモートホスト活性条件にて活性／非活性を定義し

ます。

・ ｃａｒｄコマンドで時刻同期リモートホスト活性条件活性時は、コマンド投入後、リモートホ

ストへ時刻を取得しにいき、その後は周期時間毎に時刻取得します。

・ ｃａｒｄコマンドで時刻同期リモートホスト活性条件非活性時は、コマンド投入後、リモート

ホストへ時刻を取得せず、その後の周期時間毎も時刻取得しません。

（２） 実行資格（○：実行可能、 ：対象外）

一般ユーザ ○（Ｒ）

スーパ・ユーザ ○（Ｒ ／Ｗ）

メンテナンス・ユーザ ○（Ｒ ／Ｗ）

（３） 入力形式

ｒｄａｔｅ ｛ －ａ ｜ －ｄｓｐ ｝ ［＜ｉｐ＞ ｛＜ｄａｙ ｜ ｈｏｕｒ＞｝］

・引数 －ａ ：時刻取得に関する情報を登録（変更）します。

－ｄｓｐ ：時刻取得に関する情報を表示します。

ｉｐ ：タイムサーバＩＰアドレス。

タイムサーバのＩＰアドレスを指定する。

このパラメータが無指定の場合は、構成定義に設定され

ているタイムサーバより、現在時刻を設定します。

ｄａｙ ：周期時間（日単位周期時間）の日単位を１～７の範囲で指

定する。

ｈｏｕｒ ：周期時間（時間単位周期時間）の時間単位を１～２３の範

囲で指定する。

パラメータ入力条件

ｉｐ ｄａｙ ｈｏｕｒ

変更（登録） ○ △ △

表示 × × ×

○：投入可

△：どちらかを投入可

×：投入不可
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（４） コマンドの実行例

① コマンド実行（時刻の登録、変更及び削除）

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ ｒｄａｔｅ －ａ ｉｐ１９２．１６８．２４８．２ ｄａｙ７

Ｃｏｍｍａｎｄ ＯＫ．

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ ｒｄａｔｅ －ｄｓｐ

ｔｉｍｅＳｖｒ：ａｃｔｉｖｅ

ｉｐ：１９２．１６８．２４８．２

ｃｙｃｌｅ ｔｉｍｅ ７ ｄａｙｓ

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞
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２．３．８ ｐｂｘｉｎｆコマンド

（１） コマンドの機能

・受信数字有効桁数 （ＰＢＸ→ Ｓｉ－Ｖ７３０／７３５）、発番号の登録／削除／表示を行います。

・引数の ａｎ，ｅｄ，ｓｎについては、 ａｎ，ｅｄ，ｓｎに続けて設定値を指定してください。

（例： ａｎ７７００２，ｅｄ８）

・引数として －ｄを指定した場合には、 －ｅの場合は ａｎのみ指定し、

－ｏの場合はパラメータを省略してください。

・引数として －ｄｓｐを指定した場合には、パラメータを全て省略してください。

・全ての設定値は、ｓａｖｅ後のｒｅｓｅｔで有効になります。

（２） 実行資格（○：実行可能、 ：対象外）

一般ユーザ ○（Ｒ）

スーパ・ユーザ ○（Ｒ／Ｗ）

メンテナンス・ユーザ ○（Ｒ／Ｗ）

（３） 入力形式

ｐｂｘｉｎｆ ｛ －ｓ∣ －ｄ∣ －ｄｓｐ｝｛ －ｅ∣ －ｏ｝ ［＜ａｎ＞ ＜ｅｄ＞∣ ＜ｓｎ＞］

・引数 －ｓ ： 受信数字有効桁数 （ＰＢＸ→ Ｓｉ－Ｖ７３０／７３５）、発番号の登録を行います。

－ｄ ： 受信数字有効桁数 （ＰＢＸ→ Ｓｉ－Ｖ７３０／７３５）、発番号の削除を行います。

－ｄｓｐ ： 受信数字有効桁数 （ＰＢＸ→ Ｓｉ－Ｖ７３０／７３５）、発番号の表示を行います。

－ｅ ： 受信数字有効桁数 （ＰＢＸ→ Ｓｉ－Ｖ７３０／７３５）の登録／削除／表示を行います。

－ｏ ： 発番号 （自 ＧＷ局番号 ）の登録／削除／表示を行います。

ａｎ ： ＰＢＸ受信数字 （０～ ９より構成される ８桁以内の数字 ）

（最大登録可能数： ２０４８）

ｅｄ ： ＰＢＸ受信数字有効桁数 （１～ ３２）

ｓｎ ： 発番号 （自 ＧＷ局番号 ）（０～ ９より構成される ３２桁以内の数字 ）
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（４） コマンドの実行例

① コマンド実行（設定登録 ）

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ ｐｂｘｉｎｆ －ｓ －ｅ ａｎ７７００２ ｅｄ８

Ｃｏｍｐｌｅｔｅ．

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ ｐｂｘｉｎｆ －ｓ －ｏ ｓｎ１２３４５６７

Ｃｏｍｐｌｅｔｅ．

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞

② コマンド実行（設定削除）

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ ｐｂｘｉｎｆ －ｄ －ｅ ａｎ７７００２

Ｃｏｍｐｌｅｔｅ．

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ ｐｂｘｉｎｆ －ｄ －ｏ

Ｃｏｍｐｌｅｔｅ．

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞

③ コマンド実行（設定表示）

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ ｐｂｘｉｎｆ －ｄｓｐ

－－－ ＰＢＸ－＞Ｓｉ－Ｖ７３０ Ｏｕｔｇｏｉｎｇ Ｃｏｎｄｉｔｉｏｎ（ｅｆｆｅｃｔｉｖｅ ｄｉｇｉｔ ｌｅｎｇｔｈ） －－－

ＡＮ ＥＤ

７７００２ ８

７７００３ ６

ＳＮ ＝ １２３４５６７

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞

注意事項

１． ＰＢＸ受信数字を変更する場合、以下の条件がある。

①登録しようとする番号のレベル（桁数 ） と登録済レベル（桁数 ） は一致

させる必要がある。

例 ）７７０が登録済の場合、 ７７０１は登録できない。 ７７１ は登録可能。

また、 ７７は登録できない。
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２．３．９ ⅽｈｇｒｏｕｐコマンド

（１） コマンドの機能

・チャネル属性の変更／表示を行います。

・引数として －ａを指定した場合には、省略パラメータについては、何も変更しません。

・引数の ａｗ以降のパラメータについては、パラメータ名に続けて設定値を指定してください。

（例： ａｗ５，ａｒ１０）

・引数として －ｄｓｐを指定した場合には、 ａｗ以降のパラメータを全て省略してください。

・全ての設定値は、ｓａｖｅ後のｒｅｓｅｔで有効になります。

（２） 実行資格（○：実行可能、 ：対象外）

一般ユーザ ○（Ｒ）

スーパ・ユーザ ○（Ｒ／Ｗ）

メンテナンス・ユーザ ○（Ｒ／Ｗ）

（３） 入力形式

ｃｈｇｒｏｕｐ ｛ －ａ∣ －ｄｓｐ｝

［＜ａｗ＞ ＜ａｒ＞ ＜ａｂ＞ ＜ｍｉ＞ ＜ｐｐ＞ ＜ｍａａ＞ ＜ｍａｂ＞ ＜ｂｒａ＞ ＜ｂｒｂ＞

＜ｇｒ＞ ＜ｒｅ＞ ＜ｆｄｒ＞ ＜ｄｒ＞ ＜ｄｓｔ＞ ＜ｄｐｔ＞ ＜ｄｓｌ＞ ＜ｓｇ＞ ＜ｃｓ＞ ＜ｓｃｈ＞ ＜ｅｃｈ＞］

・引数 －ａ ： チャネルの属性を変更します。

－ｄｓｐ ： チャネルの表示を行います。

ａｗ ： 接続確認信号受信待ちタイミング （１～ １５） ［ｘ１０４０ｍｓ］

ａｒ ： 接続確認信号受信復旧タイミング （１～ １５） ［ｘ ９５ｍｓ］

ａｂ ： 接続確認信号受信戻しタイミング （１～ １５） ［ｘ ３０ｍｓ］

ｍｉ ： ミニマムポーズタイミング （１～ １５） ［ｘ ９５ｍｓ］

ｐｐ ： プレポーズタイミング （１～ ２５） ［ｘ １９０ｍｓ］

ｍａａ ： １０Ｐ用パルスメークタイミング （１～ １５） ［ｘ ５ｍｓ］

ｍａｂ ： ２０Ｐ用パルスメークタイミング （１～ １５） ［ｘ ５ｍｓ］

ｂｒａ ： １０Ｐ用パルスブレークタイミング （１～ １５） ［ｘ ５ｍｓ］

ｂｒｂ ： ２０Ｐ用パルスブレークタイミング （１～ １５） ［ｘ ５ｍｓ］

ｇｒ ： ガードタイミング （１～ １５） ［ｘ １９０ｍｓ］

ｒｅ ： 復旧タイミング （１～ １５） ［ｘ ５０ｍｓ］

ｆｄｒ ： 第一数字受信タイミング （１～ ２５５） ［ｘ １ｓ］

ｄｒ ： 桁間タイミング （１～ ２５５） ［ｘ １ｓ］

ｄｓｔ ： ＰＢコード送出タイミング （６～ １０，２０，３０，４０） ［ｘ １０ｍｓ］

ｄｐｔ ： ＰＢミニマムポーズタイミング （４～ ２５５） ［ｘ １０ｍｓ］

ｄｓｌ ： ＰＢ送出レベル （０～ ３１） ［ －３１ｄＢ］

ｓｇ ： 回線信号形式 （１：２０ＤＰ，２：１０ＤＰ，３：ＰＢ）

ｃｓ ： 接続確認信号方式 （０：ｉｍｍｅｄｉａｔｅ方式 ，１：ｗｉｎｋ方式 ）

ｓｃｈ ： 開始チャネル （１～ ３０）

ｅｃｈ ： 終了チャネル （１～ ３０）
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（４） コマンドの実行例

① コマンド実行（設定変更）

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ ｃｈｇｒｏｕｐ －ａ ａｗ５ ａｒ１０ ａｂ６ ｍｉ８ ｐｐ５ ｍａａ７ ｍａｂ３ ｂｒａ１３ ｂｒｂ６

ｇｒ４ ｒｅ４ ｆｄｒ１０ ｄｒ４ ｄｓｔ８ ｄｐｔ６ ｄｓｌ５ ｓｇ３ ｃｓ０ ｓｃｈ１ ｅｃｈ３０

Ｃｏｍｐｌｅｔｅ．

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞

② コマンド実行（設定表示）

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ ｃｈｇｒｏｕｐ －ｄｓｐ

ａｃｋ． ｗａｉｔｉｎｇ ｔｉｍｉｎｇ ＝ ５ （＊１０４０ｍｓ） ａｃｋ． ｒｅｃｏｖｅｒｄ ｔｉｍｉｎｇ ＝ １０ （＊９５ｍｓ）

ａｃｋ． ｐｕｓｈ ｔｉｍｉｎｇ ＝ ６ （＊３０ｍｓ）

ｍｉｎｉｍｕｍ ｐａｕｓｅ ｔｉｍｉｎｇ ＝ ８ （＊９５ｍｓ） ｐｒｅ－ｐａｕｓｅ ｔｉｍｉｎｇ ＝ ５ （＊１９０ｍｓ）

ｐｕｌｓｅ ｍａｋｅ ｔｉｍｉｎｇ ｆｏｒ １０ｐ ＝ ７ （＊５ｍｓ）

ｐｕｌｓｅ ｍａｋｅ ｔｉｍｉｎｇ ｆｏｒ ２０ｐ ＝ ３ （＊５ｍｓ）

ｐｕｌｓｅ ｂｒｅａｋ ｔｉｍｉｎｇ ｆｏｒ １０ｐ ＝ １３ （＊５ｍｓ）

ｐｕｌｓｅ ｂｒｅａｋ ｔｉｍｉｎｇ ｆｏｒ ２０ｐ ＝ ６ （＊５ｍｓ）

ｇｕａｒｄ ｔｉｍｉｎｇ ＝ ４ （＊１９０ｍｓ） ｒｅｃｏｖｅｒｄ ｔｉｍｉｎｇ ＝ ４ （＊５０ｍｓ）

ｄｉｇｉｔ ｒｅｃｅｉｖｅ ｔｉｍｉｎｇ ／ ｆｉｒｓｔ ｄｉｇｉｔ ｒｅｃｅｉｖｅ ｔｉｍｉｎｇ ＝ ４ ／ １０ （＊１ｓ）

ＰＢ ｃｏｄｅ ｓｅｎｄ ｔｉｍｉｎｇ ＝ ８ （＊１０ｍｓ）

ＰＢ ｍｉｎｉｍｕｍ ｐａｕｓｅ ｔｉｍｉｎｇ ＝ ６ （＊１０ｍｓ） ＰＢ ｓｅｎｄ ｌｅｖｅｌ ＝ －４ （ｄＢ）

ｓｉｇｎａｌｌｉｎｇ ｔｙｐｅ ＝ ＰＢ

ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅ ｓｉｇｎａｌ ＝ ｉｍｍｅｄｉａｔｅ

ａｖａｉｌａｂｌｅ ｃｈａｎｎｅｌ （ｓｔａｒｔ － ｅｎｄ ） ＝ １ － ３０

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞
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⑸ パラメータ対応設定値／初期値

パラメータ名（英名） 設定値 初期値

接続確認信号受信待ちタイミング （ａｗ） １～１５ ［ｘ １０４０ｍｓ］ ５

接続確認信号受信復旧タイミング （ａｒ） １～１５ ［ｘ ９５ｍｓ］ １０

接続確認信号受信戻しタイミング （ａｂ） １～１５ ［ｘ ３０ｍｓ］ ６

ミニマムポーズタイミング （ｍｉ） １～１５ ［ｘ ９５ｍｓ］ ８

プレポーズタイミング （ｐｐ） １～２５ ［ｘ １９０ｍｓ］ ５

１０Ｐ用パルスメークタイミング （ｍａａ） １～１５ ［ｘ ５ｍｓ］ ７

２０Ｐ用パルスメークタイミング （ｍａｂ） １～１５ ［ｘ ５ｍｓ］ ３

１０Ｐ用パルスブレークタイミング （ｂｒａ） １～１５ ［ｘ ５ｍｓ］ １３

２０Ｐ用パルスブレークタイミング （ｂｒｂ） １～１５ ［ｘ ５ｍｓ］ ６

ガードタイミング （ｇｒ） １～１５ ［ｘ １９０ｍｓ］ ４

復旧タイミング （ｒｅ） １～１５ ［ｘ ５０ｍｓ］ ４

第一数字受信タイミング （ｆｄｒ） １～２５５ ［ｘ １ｓ］ １０

桁間タイミング （ｄｒ） １～２５５ ［ｘ １ｓ］ ４

ＰＢコード送出タイミング （ｄｓｔ） ６～ １０，２０，３０，４０［ｘ １０ｍｓ］ ８

ＰＢミニマムポーズタイミング （ｄｐｔ） ４～２５５ ［ｘ １０ｍｓ］ ６

ＰＢ送出レベル （ｄｓｌ） ０：－３１ １６：－１５ ２７

１：－３０ １７：－１４

２：－２９ １８：－１３

３：－２８ １９：－１２

４：－２７ ２０：－１１

５：－２６ ２１：－１０

６：－２５ ２２：－９

７：－２４ ２３：－８

８：－２３ ２４：－７

９：－２２ ２５：－６

１０：－２１ ２６：－５

１１：－２０ ２７：－４

１２：－１９ ２８：－３

１３：－１８ ２９：－２

１４：－１７ ３０：－１

１５：－１６ ３１：－０ ［ｄＢ］

回線信号形式 （ｓｇ） １：２０ＤＰ／２：１０ＤＰ／３：ＰＢ ３

接続確認信号方式 （ｃｓ） ０：ｉｍｍｅｄｉａｔｅ方式 ０

１：ｗｉｎｋ方式

開始チャネル （ｓｃｈ） １～３０ １

終了チャネル （ｅｃｈ） １～３０ ３０
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２．３．１０ ⅾｒｓⅽコマンド

⑴ コマンドの機能

・数字消去・再生条件の登録／削除／表示を行います。

・引数の ａｎ，ｓｋｐｎ，ｄｓについては、 ａｎ，ｓｋｐｎ，ｄｓに続けて設定値を指定してください。

（例： ａｎ７９０ ｓｋｐｎ３ ｄｓ７８０）

・引数として －ｓを指定した場合には、 ａｎの指定を必須とします。

・引数として －ｄを指定した場合には、 ａｎのみ指定してください。

・引数として －ｓ，－ｄを指定した場合には、 －ｐｌ，－ｌｐのどちらかを必ず指定してください。

・引数として －ｄｓｐを指定した場合には、 ａｎ以降のパラメータを全て省略してください。

・引数として －ｄｓｐを指定した場合には、 －ｐｌ，－ｌｐを省略すると発着両側の表示を行い、

－ｐｌ，－ｌｐのどちらかを指定すると発側着側各々の表示を行います。

注）発側とは、 ＰＢＸ－＞ＬＡＮ、着側とは、 ＬＡＮ－＞ＰＢＸのことを示します。

⑵ 実行資格（○：実行可能、 ：対象外）

一般ユーザ ○（Ｒ）

スーパ・ユーザ ○（Ｒ／Ｗ）

メンテナンス・ユーザ ○（Ｒ／Ｗ）

⑶ 入力形式

ｄｒｓｃ ｛ －ｓ∣ －ｄ∣ －ｄｓｐ｝｛ －ｐｌ∣ －ｌｐ｝ ［＜ａｎ＞ ＜ｓｋｐｎ＞ ＜ｄｓ＞］

・引数 －ｓ ： 数字消去・再生条件の登録を行います。

－ｄ ： 数字消去・再生条件の削除を行います。

－ｄｓｐ ： 数字消去・再生条件の表示を行います

－ｐｌ ： 発側 （ＰＢＸ－＞ＬＡＮ）の数字消去・再生条件の登録／削除／表示を行い

ます。

－ｌｐ ： 着側 （ＬＡＮ－＞ＰＢＸ）の数字消去・再生条件の登録／削除／表示を行い

ます。

ａｎ ： 分析数字 （０～ ９より構成される ８桁以内の数字 ）

ｓｋｐｎ ： 消去桁数 （０～ １５）

ｄｓ ： 再生数字 （０～ ９より構成される ５桁以内の数字 ）

パラメータ入力条件

引数 －ｐｌ／－ｌｐ ａｎ ｓｋｐｎ ｄｓ

登録 （－ｓ） ◎ ◎ ○ ○

削除 （－ｄ） ◎ ◎ × ×

表示 （－ｄｓｐ） ○ × × ×

◎：投入要（省略不可）

○：投入可／変更可

×：投入不可
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⑷ コマンドの実行例

① コマンド実行（設定登録 ）

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ ｄｒｓｃ －ｓ －ｐｌ ａｎ７９０ ｓｋｐｎ３ ｄｓ７８０

Ｃｏｍｐｌｅｔｅ．

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ ｄｒｓｃ －ｓ －ｌｐ ａｎ３ ｓｋｐｎ０ ｄｓ７７０

Ｃｏｍｐｌｅｔｅ．

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞

② コマンド実行（設定削除）

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ ｄｒｓｃ －ｄ －ｐｌ ａｎ７９０

Ｃｏｍｐｌｅｔｅ．

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ ｄｒｓｃ －ｄ －ｌｐ ａｎ３

Ｃｏｍｐｌｅｔｅ．

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞

③ コマンド実行（設定表示）

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ ｄｒｓｃ －ｄｓｐ

ＰＢＸ－＞ＬＡＮ

ＡＮ ＳＫＰＮ ＤＳ

３ ０ ７７０

４ ０ ７７０

７７０ ３ ７８０

７９０ ３ －

ＬＡＮ－＞ＰＢＸ

Ｄａｔａ ｎｏｔｈｉｎｇ

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞

注意事項

１．受信再生数字を変更する場合、以下の条件があります。

①登録しようとする番号のレベル（桁数 ） と登録済レベル（桁数 ） は一致

させる必要がります。

例 ）７７０が登録済の場合、 ７７０１は登録できない。 ７７１ は登録可能。

また、 ７７は登録できません。

２．最大で発側２０４８件、着側２５６件登録可能とします。

３．消去桁数が「０」の場合には、数字消去は無しとして扱います。

４．送信再生数字については省略可能とし、表示上では“－”と表示します。

５．送信再生数字について、「０」が指定された場合には、再生数字が「０」であると認

識します。

６．消去桁数が省略された場合、消去桁数は「０」として扱います。

７．変更をしたい場合には、一端削除した後新たに登録し直します。
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２．３．１１ ｉⅽｇコマンド

⑴ コマンドの機能

・着信グループ関連の各種条件を変更／出力します。

・引数 －ａに続け、 ｓｖａｃｔ，ａｔｔｒ，ｉｃｇｉｐ，ｉｃｇｐｔを指定してください。

・引数の ｓｖａｃｔ，ａｔｔｒ，ｉｃｇｉｐ，ｉｃｇｐｔについては、引数に続けて設定値を指定してください。

（例 ：ｉｃｇｉｐ１９２．１６８．２４８．１）

・引数として －ｄｓｐを指定した場合には、以降のパラメータを全て省略してください。

・全ての設定値は、ｓａｖｅ後のｒｅｓｅｔで有効になります。

⑵ 実行資格（○：実行可能、 ：対象外）

一般ユーザ ○（Ｒ）

スーパ・ユーザ ○（Ｒ／Ｗ）

メンテナンス・ユーザ ○（Ｒ／Ｗ）

⑶ 入力形式

ｉｃｇ ｛ －ａ∣ －ｄｓｐ ｝ ［ ＜ｓｖａｃｔ＞ ＜ａｔｔｒ＞ ＜ｉｃｇｉｐ＞ ＜ｉｃｇｐｔ＞ ］

・引数 －ａ ： 着信グループ機能条件の変更を行います。

－ｄｓｐ ： 着信グループ機能条件を表示します。

ｓｖａｃｔ ： 着信グループ機能活性条件

０：非活性（ ｉｎａｃｔｉｖｅ）

１：活性 （ ａｃｔｉｖｅ）

ａｔｔｒ ： 一般／代表種別

０：一般ＧＷ

１：代表ＧＷ

ｉｃｇｉｐ ： 代表ＧＷのＩＰアドレス

ｉｃｇｐｔ ： 着信グループポート番号

（注１）他サービスとの組み合せ条件については ２．３．５項参照。

（注２ ） 着信グループを構成するＧＷの内、１台の一般／代表種別を「代表」

として下さい。

（注３）一般ＧＷには代表ＧＷのＩＰアドレスを設定して下さい。

（注４）着信グループポート番号は特に変更する必要はありません。

変更する場合、グループを構成するＧＷのポート番号は一致させる必要が

あります。

なお、他のコマンドで登録済みまたはシステムで予約済みのポート番号を

指定した場合、コマンド投入時にエラーとなります。
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各パラメータの設定可能範囲および初期値

パラメータ 名（英名） 設定範囲 初期値

着信グループ機能活性条件 （ｓｖａｃｔ） ０：非活性 ０

１：活性

一般／代表種別 （ａｔｔｒ） ０：一般ＧＷ ０

１：代表ＧＷ

代表ＧＷＩＰアドレス （ｉｃｇｉｐ） ０．０．０．０

着信グループポート番号 （ｉｃｇｐｔ） １０２５～ ６５５３５ １７０００

パラメータ入力条件

ｓｖａｃｔ ａｔｔｒ ｉｃｇｉｐ ｉｃｇｐｔ

変更 （－ａ） ○ ○ ○ ○

表示 （－ｄｓｐ） × × × ×

○：投入可／変更可

×：投入不可

⑷ コマンドの実行例

① コマンド実行（設定変更）

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ｉｃｇ －ａ ｓｖａｃｔ１ ａｔｔｒ０ ｉｃｇｉｐ１７２．２４．８７．２１

Ｃｏｍｐｌｅｔｅ．

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞

② コマンド実行（設定表示）

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ｉｃｇ －ｄｓｐ

＊＊＊ ｉｃｇ ＊＊＊

ｓｖａｃｔ ａｃｔｉｖｅ

ａｔｔｒ ０

ｉｃｇｉｐ １７２．２４．８７．２１

ｉｃｇｐｔ １７０００

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞
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２．３．１２ ｓｅⅼｅⅽｔコマンド

⑴ コマンドの機能

・サービス選択データの各種条件を変更／出力します。

・引数 －ａに続け、 Ｉｎｄｅｘ名と設定値を指定してください。

・設定値は先頭に ０ｘをつけた １６進数で指定してください。

・ Ｉｎｄｅｘ名と設定値の間には、空白を入れてください。

（例 ：ｆｃｐｒｏｇ ０ｘ１）

・引数として －ｄｓｐを指定した場合には、以降のパラメータを全て省略してください。

・設定値は、設定時点で有効になるものとｓａｖｅ後のｒｅｓｅｔで有効になるものが

あります。ただし、ｓａｖｅせずにｒｅｓｅｔまたは再立ち上げを行った場合、すべて

の設定値は最後にｓａｖｅした時の値に戻ります。

⑵ 実行資格（○：実行可能、 ：対象外）

一般ユーザ ○（Ｒ）

スーパ・ユーザ ○（Ｒ／Ｗ）

メンテナンス・ユーザ ○（Ｒ／Ｗ）

⑶ 入力形式

ｓｅｌｅｃｔ ｛ －ａ∣ －ｄｓｐ ｝ ［ ＜ｉｄｘ＞ ＜ｖａｌｕｅ＞ ］

・引数 －ａ ： サービス選択データの変更を行います。

－ｄｓｐ ： サービス選択データを表示します。

ｉｄｘ ： サービス選択データ Ｉｎｄｅｘ名

ｖａｌｕｅ ： サービス選択データ設定値

各サービス選択データの意味および初期値

Ｉｎｄｅｘ名 サービス選択項目 設定値の意味 初期値 設定有効時期

ｆｃｐｒｏｇ １８３／１８０送出条件 ０：１８３（Ｃａｌｌ Ｐｒｏｇｒｅｓｓ） ０ 設定時有効

を送出する

１：１８０（Ｒｉｎｇｉｎｇ）

を送出する

ｆｃｒｂｔ ＲＢＴ接続条件 ０：対局 ＲＢＴを接続 １ 設定時有効

１：内部 ＲＢＴを接続

ｃｅｄｖａｌｉｄ ＣＥＤ検出無効時間 ０：９０ｍｓ未満を無効 ０ ｓａｖｅ後の ｒｅｓｅ

※ １ １００：１０００ｍｓ以下を無効 ｔで有効

ｒｔｃｐｓｎｄ ＲＴＣＰ送信条件 ０：ＲＴＣＰを送信する ０ 設定時有効

１：ＲＴＣＰを送信しない

ｓｉｐｈｏｌｄ ＳＩＰ保留表現形式 ０：ＲＦＣ２５４３ １ ｓａｖｅ後の ｒｅｓｅ

１：ＲＦＣ３２６４ ｔで有効

ｓｅｈ ｒｅ－ＩＮＶＩＴＥへの ＳＥヘッ ０：セッションリフレッシュ時編集 ０ ｓａｖｅ後の ｒｅｓｅ

ダ編集条件 １：常時編集 ｔで有効
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※１： ＣＥＤ検出無効時間に １００を指定した場合、ハードウェアが ２１００Ｈｚトーンを固定的に

再生する時間 （２７０ｍｓ）が含まれていますので、実際に無効にできる ２１００Ｈｚトーンの

時間は ７３０ｍｓ以下となります。

パラメータ入力条件

ｉｄｘ ｖａｌｕｅ

変更 （－ａ） ○ ○

表示 （－ｄｓｐ） × ×

○：投入可／変更可

×：投入不可

⑷ コマンドの実行例

① コマンド実行（設定変更）

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ｓｅｌｅｃｔ －ａ ｆｃｐｒｏｇ ０ｘ１

Ｃｏｍｐｌｅｔｅ．

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞

② コマンド実行（設定表示）

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ｓｅｌｅｃｔ －ｄｓｐ

＊＊＊ ｓｅｌｅｃｔ ＊＊＊

Ｉｎｄｅｘ Ｖａｌｕｅ

ｆｃｐｒｏｇ ０ｘ０００００００１

ｆｃｒｂｔ ０ｘ００００００００

ｃｅｄｖａｌｉｄ ０ｘ００００００００

ｒｔｃｐｓｎｄ ０ｘ００００００００

ｓｉｐｈｏｌｄ ０ｘ０００００００１

ｓｅｈ ０ｘ００００００００

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞
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２．３．１３ ⅽａｔａⅼｏｇコマンド

（１） コマンドの機能

・ラインコマンドリストを一括実行します。

・コマンドリストをｆｔｐによるファイル転送（ ｂｉｎａｒｙモード）でＲＡⅯディスクに登録

してから、本コマンドを使用して下さい。リストの作成方法については、補足を参照して

下さい。

・コマンドリスト内の各コマンド実行結果は、ＲＡⅯディスク内のコマンド実行結果

ファイルに格納されます。ファイル名は、コマンドリスト名＋ ．ｅｒｒとなります（例えば

ｃｍｄ．ｌｓｔ の場合は、 ｃｍｄ．ｅｒｒ ）。

・ファイル名には拡張子 ．ｌｓｔ を必ず指定して下さい。

注）コマンドリスト名は ８文字以内の英数字＋ ”＿” ．拡張子で指定して下さい。

（２） 実行資格（○：実行可能、 ：対象外）

一般ユーザ

スーパ・ユーザ ○（Ｗ）

メンテナンス・ユーザ ○（Ｗ）

（３） 入力形式

ｃａｔａｌｏｇ ｛ ＜ｆｉｌｅｎａｍｅ＞｝｛ －ｓｔｐ ∣ －ｃｏｎ ｝

・引数 ｆｉｌｅｎａｍｅ ： コマンドリストファイル名 （ｆｉｌｅｎａｍｅ）

－ｓｔｐ ： コマンド実行エラー発生時、何番目のコマンドかを表示し、

以降のコマンドの実行を中止する。

－ｃｏｎ ： コマンド実行エラー発生にかかわりなく、リストの最後まで

コマンドを実行する。

（４） コマンドの実行例

① コマンド実行 （－ｓｔｐを指定し、実行エラーがなかった場合 ）

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ ｃａｔａｌｏｇ ｃｍｄ．ｌｓｔ －ｓｔｐ

Ｃｏｍｐｌｅｔｅ．

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞

② コマンド実行 （－ｓｔｐを指定し、リストの ５ 番目実行時、エラーが起こった場合 ）

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ ｃａｔａｌｏｇ ｃｍｄ．ｌｓｔ －ｓｔｐ

Ｅｒｒｏｒ ｏｃｃｕｒｅｄ ｓｅｑｕｅｎｃｅ Ｎｏ．０００００５ ！

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞

③ コマンド実行 （－ｃｏｎを指定し、実行エラーがなかった場合 ）

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ ｃａｔａｌｏｇ ｃｍｄ．ｌｓｔ －ｃｏｎ

Ｃｏｍｐｌｅｔｅ．

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞
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④ コマンド実行 （－ｃｏｎを指定し、実行エラーがあった場合 ）

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ ｃａｔａｌｏｇ ｃｍｄ．ｌｓｔ －ｃｏｎ

Ｃｏｍｐｌｅｔｅ．（ｅｒｒｏｒ ｏｃｃｕｒｅｄ！）

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞

⑤ コマンド実行（ⅽａｔａⅼｏｇファイル無し）

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ ｃａｔａｌｏｇ ｃｍｄ．ｌｓｔ －ｓｔｐ

Ｆｉｌｅ ｎｏｔ ｆｏｕｎｄ．

Ｃｏｍｍａｎｄ ａｂｎｏｒｍａｌ ｅｎｄ．

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞

⑥ コマンド実行（ⅽａｔａⅼｏｇファイルのオープン・エラー）

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ ｃａｔａｌｏｇ ｃｍｄ．ｌｓｔ －ｃｏｎ

Ｆｉｌｅ ｏｐｅｎ ｅｒｒｏｒ！

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞

⑦ コマンド実行（不適当なⅽａｔａⅼｏｇファイルを指定した場合）

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ ｃａｔａｌｏｇ ｃｍｄ．ｌｓｔ －ｃｏｎ

Ｗｒｏｎｇ ｃａｔａｌｏｇ ｆｉｌｅ！

Ｃｏｍｍａｎｄ ａｂｎｏｒｍａｌ ｅｎｄ．

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞

○補足 登録用コマンドリストの作成について

（１）コマンドリストは、ⅮＯＳテキスト形式で作成してください。

（２）コマンドの各パラメータ間には、スペースを挿入してください。

（３）コマンドリストの各行は、改行コードを含めて２５６文字以内で作成してください。

（４）ファイルの１行目には ”＊ ｃａｔａｌｏｇ ｃｏｍｍａｎｄ ｌｉｓｔ” というコメントを入れてください。

このコメントがない場合、上記の⑦のエラーになります。

（５）行末に ’／’がある場合は、次行をパラメータの続きとみなします。

次行にはシーケンス番号は不要です。

注）カタログファイルの最後（後に ｓａｖｅコマンドが続いていても可）には必ず ｃｈａｎｇｅｖｅｒ

（ 強制版数書き換えコマンド ） を入れて下さい。最後のコマンドが ｃｈａｎｇｅｖｅｒでない

場合には画面上にワ－ニングメッセ－ジが出力されます。

画面上には１０コマンド実行毎に ”＃”が出力されます。

タイトル行１行目には ”ｃａｔｌｏｇ”，”ｃｏｍｍａｎｄ”，”ｌｉｓｔ”の文字列が含まれていなければい

けません。またタイトル行の先頭文字は必ず ”＊”にして下さい。

２行目以降には最終行も含めてコメント行を記入することができます。

コメント行、空行の定義

・ ＣＲ＋ＬＦ のみの行

・空白または ＴＡＢ，ＣＲ＋ＬＦのみの行

・ ＊ で始まる行
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実行コマンド行にはシ－ケンス番号が必要です。

シ－ケンス番号は１桁～６桁の数字で付与して下さい。また、付与する位置は先頭から

２０文字目までに指定してください。

６桁未満の場合は内部で０サプレスを実施します。

カタログ実行結果ファイル内には１コマンド実行終了毎にプロンプトメッセ－ジを出

力します。

ｓａｖｅコマンドは、 ｃｈａｎｇｅｖｅｒ コマンドの次行に指定してください。

以下に例を示します。

○登録用ファイルの入力形式

＊ ｃａｔａｌｏｇ ｃｏｍｍａｎｄ ｌｉｓｔ ＊

＜シーケンス番号 ＞ ＜ｃｏｍｍａｎｄ 名 ＞ ＜ｐａｒａｍｅｔｅｒ１＞ ＜ｐａｒａｍｅｔｅｒ２＞ ＜ｐａｒａｍｅｔｅｒ３＞ ＜ｐａｒａｍｅｔｅｒ４＞

＜ｐａｒａｍｅｔｅｒ５＞ ＜ｐａｒａｍｅｔｅｒ６＞ ＜ｐａｒａｍｅｔｅｒ７＞ ＜ｐａｒａｍｅｔｅｒ８＞ ．．．．．．．．．．．＜ＣＲ＞＜ＬＦ＞

＊ コメント ＊

＜シーケンス番号 ＞ ＜ｃｏｍｍａｎｄ 名 ＞ ＜ｐａｒａｍｅｔｅｒ１＞ ＜ｐａｒａｍｅｔｅｒ２＞ ＜ｐａｒａｍｅｔｅｒ３＞ ／ ＜ＣＲ＞＜ＬＦ＞

＜ｐａｒａｍｅｔｅｒ４＞ ＜ｐａｒａｍｅｔｅｒ５＞ ＜ｐａｒａｍｅｔｅｒ６＞ ＜ｐａｒａｍｅｔｅｒ７＞ ＜ｐａｒａｍｅｔｅｒ８＞ ．．．．．＜ＣＲ＞＜ＬＦ＞

○登録用ファイルの例

＊＊＊ ｃａｔａｌｏｇ ｃｏｍｍａｎｄ ｌｉｓｔ （ＶＯＩＰ） ＊＊＊

００００１ ｃａｒｄ －ａ ｇｗ１９２．１６８．１．２０

００００２ ｇｗｉｎｆ －ｓ ｐｎ７７７ ｉｐ１９２．１６８．１．１８５ ｐｔ５０６０

００００７ ｇｗｉｎｆ －ｓ ｐｎ７７００ ｉｐ２０２．１０１．１０．１ ｐｔ５０６０

００００８ ｇｗｉｎｆ －ｄｓｐ

０００１１ ｕｐｔｉｍｅ

０００１２ ｖｏｉｆ －ａ －ｑ ｉｎｔｖｌ３

＊＊＊ ＣＯＮＦＩＧ ＦＩＬＥ ＳＡＶＥ ＊＊＊

０００６５ ｃｈａｎｇｅｖｅｒ ｖ１２７

０００６６ ｓａｖｅ －ｎａ
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○実行結果ファイルの形式例

０００００１ Ｃｏｍｐｌｅｔｅ．

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｍａｉｎｔｅ：ｃｉｐ＞

０００００２ Ｃｏｍｐｌｅｔｅ．

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｍａｉｎｔｅ：ｃｉｐ＞

０００００７ Ｃｏｍｐｌｅｔｅ．

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｍａｉｎｔｅ：ｃｉｐ＞

ＰＮ ＮＯ ＩＰ Ａｄｄｒｅｓｓ ｐｔ

０００００８ ７７００ １ ２０２．１０１．１０．２ ５０６０

０００００８ ７７１０ １ １６４．７０．８５．１２２ ５０６０

０００００８ ７７２０ １ １９２．１６９．１．１ ５０６０

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｍａｉｎｔｅ：ｃｉｐ＞

００００１１ Ｓｙｓｔｅｍ ｕｐ ０ ｄａｙｓ ００：０１：４０

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｍａｉｎｔｅ：ｃｉｐ＞

００００１２ Ｃｏｍｐｌｅｔｅ．

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｍａｉｎｔｅ：ｃｉｐ＞

００００６５ Ｃｏｍｐｌｅｔｅ．

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｍａｉｎｔｅ：ｃｉｐ＞

００００６６ Ｓａｖｅ ｃｏｍｐｌｅｔｅ．

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｍａｉｎｔｅ：ｃｉｐ＞

個別コマンドがコンソールに出力するメッセージを、実行結果ファイルに書き込みます。
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○カタログ実行対象コマンドは以下のコマンドです。

コマンド名 可／不可 コマンド名 可／不可

？ × ｍｏｄｕｌｅｓｔａｔ ○

ｃａｒｄ ○ ｍｏｒｅ ×

ｃａｔａｌｏｇ × ｐａｓｓｗｄ ×

ｃｅｍａｉｎｔｅ × ｐｂｘｉｎｆ ○

ｃｈａｎｇｅｖｅｒ ○ ｐｒｏｘｙ ○

ｃｈｇｒｏｕｐ ○ ｒｄａｔｅ ○

ｄａｔｅ × ｒｅｓｅｔ ×

ｄｅｌｅｔｅ × ｓａｖｅ ○

ｄｉｒ × ｓｅｌｅｃｔ ○

ｄｒｓｃ ○ ｓｉｐ ○

ｄｓｐｌｏｇ × ｓｌｏｇ ×

ｅｌｏｇ × ｓｎｍｐ ○

ｅｘｉｔ × ｓｕｐｅｒ ×

ｇｗｉｎｆ ○ ｕｐｔｉｍｅ ○

ｉｃｇ ○ ｖｏｉｆ ○

ｉｎｆｏ ○

ｍｆｌａｇ ×

注１．○は実行可能コマンド。×は実行不可能コマンド。

注２． ｓａｖｅコマンドを投入する時は、 ”－ｎａ” オプションを必ず指定してください。

指定されていない場合は、「 ”－ｎａ” Ｏｐｔｉｏｎ ｉｓ ｎｏｔ ｄｅｆｉｎｅｄ．」メッセージが表示

され ｓａｖｅコマンドは実行されません 。

５９



２．３．１４ ⅽｈａｎｇｅｖｅｒコマンド

（１） コマンドの機能

・指定された版数を、構成管理更新版数として設定します。

（２） 実行資格（○：実行可能、 ：対象外）

一般ユーザ

スーパ・ユーザ ○（Ｗ）

メンテナンス・ユーザ ○（Ｗ）

（３） 入力形式

ｃｈａｎｇｅｖｅｒ ｛＜ｖ＞｝

・引数 ｖ ： 更新版数（０００～２５５）

３桁固定で指定して下さい。

（４） コマンドの実行例

① コマンド実行

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ ｃｈａｎｇｅｖｅｒ ｖ００２

Ｃｏｍｐｌｅｔｅ．

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞
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２．３．１５ ｓａｖｅコマンド

（１） コマンドの機能

・装置内の構成定義情報などの設定情報をフラッシュＲＯⅯにセーブします。

（２） 実行資格（○：実行可能、 ：対象外）

一般ユーザ

スーパ・ユーザ ○（Ｗ）

メンテナンス・ユーザ ○（Ｗ）

（３） 入力形式

ｓａｖｅ ［ －ｎａ ］

・引数 －ｎａ ：確認メッセージなし指定

本オプションはカタログ実行 コマンド（ｃａｔａｌｏｇ） で使用します。

（４） コマンドの実行例

① コマンド実行（セーブを実行する場合）

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ ｓａｖｅ

Ｄｏ ｙｏｕ ｗａｎｔ ｔｏ ｓａｖｅ ｃｏｎｆｉｇ ？（ｙ／ｎ）：ｙ

Ｓａｖｅ ｅｘｅｃｕｔｅ．．．

Ｓａｖｅ ｃｏｍｐｌｅｔｅ．

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞

② コマンド実行（セーブを実行しない場合）

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ ｓａｖｅ

Ｄｏ ｙｏｕ ｗａｎｔ ｔｏ ｓａｖｅ ｃｏｎｆｉｇ ？（ｙ／ｎ）：ｎ

Ｓａｖｅ ｃｏｍｍａｎｄ ｒｅｌｅａｓｅ！！

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞

③ コマンド実行（確認メッセージなし指定の場合）

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ ｓａｖｅ －ｎａ

Ｓａｖｅ ｃｏｍｐｌｅｔｅ．

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞
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２．４ ログに関する操作

２．４．１ ｅⅼｏｇコマンド

（１） コマンドの機能

・エラーロギングメッセージ（システムで発生した障害等を通知するメッセージ）は、

最大 ２，０４８件蓄積されます。

・ロギング情報がファイルサイズを超えた場合は、最も古いメッセージから消去され、最

新のメッセージが追加されます。

・引数を省略した場合は、現在のロギングデータ個数を表示します。

・ ”－ｃ”を指定する場合は、以降のパラメータを省略してください。この場合全てのエラー

ロギング情報をクリアします。

・ ”－ｔｘｔ”を指定すると、エラーロギングメッセージをテキスト形式に変換し、別ファイル

に格納します。この場合、ファイル名は ＥＬＯＧ．ＴＸＴとなります。

・ ”－ｓｓ”スイッチは、他のスイッチと一緒に使用することはできません。

・コマンド表示中に強制終了を行う場合は、 ”Ｃｏｎｔｒｏｌ＋Ｃ”のキー操作を行って下さい。

（２） 実行資格（○：実行可能、 ：対象外）

一般ユーザ ○（Ｒ）

スーパ・ユーザ ○（Ｒ ／Ｗ）

メンテナンス・ユーザ ○（Ｒ ／Ｗ）

（３） 入力形式

ｅｌｏｇ ［ －ｄｓｐ ｜ －ｃ ｜ －ｔｘｔ ］

［［－ｌｏｇ１｜－ｌｏｇ２｜－ｌｏｇ３｜－ｌｏｇ４｜－ｌｏｇ５｜－ｌｏｇ６｜－ｌｏｇ７］∣ ［－ｓｓ ＜ｓｑｎｏ＞］］

・引数 －ｄｓｐ ：エラーロギングメッセージを表示します。

－ｃ ：エラーロギングメッセージをクリアします。

－ｔｘｔ ：エラーロギングメッセージをテキスト形式に変換します。

－ｌｏｇ１ ：装置障害情報のみを対象とします。

－ｌｏｇ２ ：重度一時障害情報のみを対象とします。

－ｌｏｇ３ ：軽度一時障害情報のみを対象とします。

－ｌｏｇ４ ：運用障害情報のみを対象とします。

－ｌｏｇ５ ：ⅬＡＮ障害情報のみを対象とします。

－ｌｏｇ６ ：再開情報のみを対象とします。

－ｌｏｇ７ ： ＴＴＣ－２Ｍ回線障害情報のみを対象とします。

－ｓｓ ：表示開始のシーケンス番号を指定します。

ｓｑｎｏ ：シーケンス番号を指定します。

（４） コマンドの実行例

① コマンド実行（ロギングデータ個数表示）

ｒｅｍｏｔｅ［］ ｃｉｐ＞ ｅｌｏｇ

Ｌｏｇｇｉｎｇ ｄａｔａ ｎｕｍｂｅｒ ｉｓ ３．

ｒｅｍｏｔｅ［］ ｃｉｐ＞
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② コマンド実行（エラーロギング表示）

ｒｅｍｏｔｅ［］ ｃｉｐ＞ ｅｌｏｇ －ｄｓｐ

０００１： ２０００／０２／０１．１４：４０：２３ ＊＊＊ ０５０１ ＬＩＮＫＦＬＴ ＡＬＡＲＭ ［００００］ ［８０００００００００００００００］

０００２： ２０００／０２／０１．１４：１５：３１ ＊＊＊ ０５０２ ＬＩＮＫＦＬＴＲＣＶ ＲＥＣＶＲ ［００００］ ［００００００００００００００００］

ｒｅｍｏｔｅ［］ ｃｉｐ＞

③ コマンド実行（装置障害情報のみ表示）

ｒｅｍｏｔｅ［］ ｃｉｐ＞ ｅｌｏｇ －ｄｓｐ －ｌｏｇ１

０００１： ２０００／０２／０１．１４：４０：２３ ＊＊＊ ０１０３ ＤＳＰＦＬＴ ＡＬＡＲＭ ［０１００］ ［００００００００００００００００］

ｒｅｍｏｔｅ［］ ｃｉｐ＞

④ コマンド実行（重度一時障害情報のみ表示）

ｒｅｍｏｔｅ［］ ｃｉｐ＞ ｅｌｏｇ －ｄｓｐ －ｌｏｇ２

０００１： ２０００／０２／０１．１４：４０：２３ ＊＊＊ ０２０１ ＩＣＣＴＭＰＦＬＴ ＡＬＡＲＭ ［０２００］ ［００００００００００００００００］

０００２： ２０００／０２／０１．１４：４０：２３ ＊＊＊ ０２０２ ＣＤＣＴＯＵＴ ＡＬＡＲＭ ［０１００］ ［００００００００００００００００］

ｒｅｍｏｔｅ［］ ｃｉｐ＞

⑤ コマンド実行（開始位置を指定してエラーロギング表示）

ｒｅｍｏｔｅ［］ ｃｉｐ＞ ｅｌｏｇ －ｄｓｐ －ｓｓ ３

０００３： ２０００／０２／０１．１４：４０：２３ ＊＊＊ ０１０３ ＤＳＰＦＬＴ ＡＬＡＲＭ ［０１００］ ［００００００００００００００００］

ｒｅｍｏｔｅ［］ ｃｉｐ＞

⑥ コマンド実行（ロギング情報の消去）

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ ｅｌｏｇ －ｃ

Ｃｏｍｍａｎｄ ＯＫ．

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞

⑦ コマンド実行（ロギング情報テキスト変換中）

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ ｅｌｏｇ －ｔｘｔ

Ｓａｖｅ ｅｘｅｃｕｔｅ．．．

⑧ コマンド実行（ロギング情報テキスト変換終了）

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ ｅｌｏｇ －ｔｘｔ

Ｓａｖｅ ｃｏｍｐｌｅｔｅ．

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞
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２．４．２ ｓⅼｏｇコマンド

（１） コマンドの機能

・各種サポートロギングの開始／停止／クリア／ファイル保存を行います。

・引数を全て省略した場合、現在のロギング実施状態を表示します。

・引数 ｓｔａｒｔ／ｓｔｏｐ／ｃｌｅａｒ／ｓａｖｅ のいずれかと、引数 ｉｄに続けてロギング種別を

指定して下さい。

（２） 実行資格（○：実行可能、 ：対象外）

一般ユーザ －

スーパ・ユーザ ○（Ｒ ／Ｗ）

メンテナンス・ユーザ ○（Ｒ ／Ｗ）

（３） 入力形式

ｓｌｏｇ ［ ｛－ｓｔａｒｔ∣ －ｓｔｏｐ｜－ｃｌｅａｒ｜－ｓａｖｅ｝ ｛＜－ｉｄ＞｝ ］

・引数 なし ：現在のロギング実施状態を表示します。

－ｓｔａｒｔ ：ロギングを開始します。

デフォルトはロギング開始状態となっています。

－ｓｔｏｐ ：ロギングを停止します。

（ロギングを停止しないとファイル保存 （－ｓａｖｅ）は行えません。）

－ｃｌｅａｒ ：ロギングをクリアします。

－ｓａｖｅ ：ロギングを ＲＡＭ ディスク上のファイルに保存します。

保存したファイルを ＦＴＰにより保守用 ＰＣ等に退避してください。

本装置が障害等により再開すると、保守用 ＰＣ等に退避してい

ないロギング情報は消去されます。

－ｉｄ ：ロギングの種別

ｉｄ 内容 保存 ファイル名 形式

１ 統計情報ロギング ＳＴＡＴ．ＣＳＶ テキスト（ＣＳＶ）

２ 音声制御ロギング ＶＣＬＯＧ．ＢＩＮ バイナリ

３ ＳＩＰ制御ロギング ＳＩＰＬＯＧ．ＢＩＮ バイナリ
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（４） コマンド実行例

① コマンド実行（パラメータなし）

ｒｅｍｏｔｅ ［］ Ｍａｉｎｔｅ：ｃｉｐ＞ ｓｌｏｇ

ｉｄ ｌｏｇｓｗ

１ ＯＮ

２ ＯＦＦ

３ ＯＦＦ

ｒｅｍｏｔｅ ［］ Ｍａｉｎｔｅ：ｃｉｐ＞

② コマンド実行（正常終了の場合）

ｒｅｍｏｔｅ ［］ Ｍａｉｎｔｅ：ｃｉｐ＞ ｓｌｏｇ －ｓｔａｒｔ －ｉｄ１

Ｃｏｍｍａｎｄ ＯＫ．

ｒｅｍｏｔｅ ［］ Ｍａｉｎｔｅ：ｃｉｐ＞

③ コマンド実行（ ｓｔｏｐを指定したが既に停止している場合）

ｒｅｍｏｔｅ ［］ Ｍａｉｎｔｅ：ｃｉｐ＞ ｓｌｏｇ －ｓｔｏｐ －ｉｄ２

Ａｌｒｅａｄｙ ｓｔｏｐｐｅｄ！

ｒｅｍｏｔｅ ［］ Ｍａｉｎｔｅ：ｃｉｐ＞

④ コマンド実行（指定 ｉｄ異常の場合）

ｒｅｍｏｔｅ ［］ Ｍａｉｎｔｅ：ｃｉｐ＞ ｓｌｏｇ －ｃｌｅａｒ －ｉｄ７

Ｉｎｖａｌｉｄ ｉｄ！

ｒｅｍｏｔｅ ［］ Ｍａｉｎｔｅ：ｃｉｐ＞

⑤ コマンド実行（ ｓａｖｅ実施時ファイルアクセスエラー発生の場合）

ｒｅｍｏｔｅ ［］ Ｍａｉｎｔｅ：ｃｉｐ＞ ｓｌｏｇ －ｓａｖｅ －ｉｄ２

Ｆｉｌｅ ａｃｃｅｓｓ ｅｒｒｏｒ！

ｒｅｍｏｔｅ ［］ Ｍａｉｎｔｅ：ｃｉｐ＞

⑸ 特記事項

・ ＲＡＭディスクに既に同名ファイルが存在する場合、上書きします。

・ ＲＡＭディスクの空きエリアが不足していると ｓａｖｅ実施時にエラー終了します。

ｄｅｌｅｔｅコマンドにより不要なファイルを削除後に実施して下さい。
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＜統計情報ロギングの収集項目について＞

コールバイコールで以下の情報を採取します。

ｓｄａｔｅ ＣＯＤＥＣ起動完了日付

ｓｔｉｍｅ ＣＯＤＥＣ起動完了時刻

ｅｄａｔｅ ＣＯＤＥＣ解放完了日付

ｅｔｉｍｅ ＣＯＤＥＣ解放完了時刻

ｏｗｎ－ｉｐ 自局 ＩＰアドレス

ｏｗｎ－ｐｏｒｔ 自局 ＵＤＰポート番号

ｏｗｎ－ｃｌｎ 自局 ＣＯＤＥＣ回線番号

ｏｔｈ－ｉｐ 相手局 ＩＰアドレス

ｏｔｈ－ｐｏｒｔ 相手局 ＵＤＰポート番号

ｓｎｄ－ｐｋｔ 送信パケット数

ｒｃｖ－ｐｋｔ 受信パケット数

ｓｎｄ－ｏｃｔｅｔｓ 送信パケットオクテット数

ｒｃｖ－ｏｃｔｅｔｓ 受信パケットオクテット数

ｏｖｅｒ－ｒｕｎ ゆらぎ吸収バッファ Ｏｖｅｒｒｕｎ回数

ｕｎｄｅｒ－ｒｕｎ ゆらぎ吸収バッファ Ｕｎｄｅｒｒｕｎ回数

ｄｓｐ－ｃｎｔ ＤＳＰ書き込みパケット数

ｊｂ－ｅｒｒ－ｃｎｔ ゆらぎ吸収バッファでのエラー発生回数

ｆｐ－ｌｏｓｔ 廃棄したパケット数

ｆｐ－ａｄｄ ＢＦＩを挿入した数

ｊｂ－ａｃｃ－ｄｅｌａｙ 蓄積遅延時間

ｃｋｉｎｄ 呼種識別（ ０：音声のみ、 １：ＦＡＸ有り）

ｍｉｎ－ｄｅｌａｙ 最小遅延

ｍａｘ－ｄｅｌａｙ 最大遅延 ｖｏｉｆコマンド設定値

ｏｐｔｉｍｉｚｅ 調整係数

ｉｎｔｅｒｖａｌ パケット送信間隔
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２．４．３ ⅾｓｐⅼｏｇコマンド

（１） コマンドの機能

・ Ｃａｌｌログの表示／クリア／ファイル保存を行います。

・ロギングメッセージは最大 ５，０００件蓄積されます。最大件数を超えた場合は、最も古い

メッセージから消去され、最新のメッセージが追加されます。

・引数を全て省略した場合、現在のロギングデータ個数を表示します。

・ ”－ｃ”を指定する場合は、以降のパラメータを省略してください。この場合全てのロギング

情報をクリアします。

・ ”－ｔｘｔ”を指定する場合は、以降のパラメータを省略してください。この場合全てのロギン

グメッセージをテキスト形式に変換し、別ファイル （ＣＡＬＬＬＯＧ．ＣＳＶ）に格納します。

・コマンド表示中に強制終了を行う場合は、 ”Ｃｏｎｔｒｏｌ＋Ｃ”のキー操作を行って下さい。

（２） 実行資格（○：実行可能、 ：対象外）

一般ユーザ ○（Ｒ）

スーパ・ユーザ ○（Ｒ ／Ｗ）

メンテナンス・ユーザ ○（Ｒ ／Ｗ）

（３） 入力形式

ｄｓｐｌｏｇ ［ －ｃ ｜ －ｄｓｐ ｜ －ｔｘｔ ］ ［＜ｓｎｏ＞ ＜ｅｎｏ＞］

・引数 －ｃ ：ロギングメッセージをクリアします。

－ｄｓｐ ：ロギングメッセージを表示します。

－ｔｘｔ ：ロギングメッセージをテキスト形式に変換します。

ｓｎｏ ：表示開始のロギング番号を指定します （１～ ５０００）。

ｅｎｏ ：表示終了のロギング番号を指定します （１～ ５０００）。

（４） コマンドの実行例

① コマンド実行（ロギングデータ個数表示）

ｒｅｍｏｔｅ［］ ｃｉｐ＞ ｄｓｐｌｏｇ

Ｌｏｇｇｉｎｇ ｄａｔａ ｎｕｍｂｅｒ ｉｓ ４．

ｒｅｍｏｔｅ［］ ｃｉｐ＞

② コマンド実行（ロギング情報の消去）

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ ｄｓｐｌｏｇ －ｃ

Ｃｏｍｐｌｅｔｅ．

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞

③ コマンド実行（ロギング情報テキスト変換）

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ ｄｓｐｌｏｇ －ｔｘｔ

Ｃｏｍｐｌｅｔｅ．

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞
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④ コマンド実行（ロギング表示）

ｒｅｍｏｔｅ［］ ｃｉｐ＞ ｄｓｐｌｏｇ －ｄｓｐ

＊＊＊＊＊ Ｃａｌｌ Ｌｏｇ ＊＊＊＊＊

０００１ ： ｃｉｄ（ｏｉｆ） ： ２ （ＩＣ）

ｏｃｐｎ ： ７３５

ｃｐｎ ： ２００１

ｃｈｇ＿ｃｐｎ ： ２００１

ｏｒｉｇｉｎ ： ２００５／０６／０６．１３：２５：０１

ｃｏｎｎｅｃｔ ： ２００５／０６／０６．１３：２５：１０

ｒｅｌｅａｓｅ ： ２００５／０６／０６．１３：２５：１９

ｃａｕｓｅ ： １６

ｒｅａｓｏｎ ： －

ｃｏｄｅｃ ： Ｇ．７１１

ｓｎｄ－ｐｋｔ ： ５６８

ｒｃｖ－ｐｋｔ ： ５６９

ｆｐ－ｌｏｓｔ ： ０

０００２ ： ｃｉｄ（ｏｉｆ） ： １ （ＯＧ）

ｏｃｐｎ ： ７３５

ｃｐｎ ： ７３５２００１

ｃｈｇ＿ｃｐｎ ： ７３５２００１

ｏｒｉｇｉｎ ： ２００５／０６／０６．１３：２４：４７

ｃｏｎｎｅｃｔ ： ２００５／０６／０６．１３：２５：１０

ｒｅｌｅａｓｅ ： ２００５／０６／０６．１３：２５：１９

ｃａｕｓｅ ： １６

ｒｅａｓｏｎ ： ＢＹＥ

ｃｏｄｅｃ ： Ｇ．７２９

ｓｎｄ－ｐｋｔ ： ６１８

ｒｃｖ－ｐｋｔ ： ５６７

ｆｐ－ｌｏｓｔ ： ０

０００３ ： ｃｉｄ（ｏｉｆ） ： ４ （ＯＧ）

ｏｃｐｎ ： ７３５

ｃｐｎ ： ２００１

ｃｈｇ＿ｃｐｎ ： ２００１

ｏｒｉｇｉｎ ： ２００５／０６／０６．１３：２５：５３

ｃｏｎｎｅｃｔ ： －

ｒｅｌｅａｓｅ ： ２００５／０６／０６．１３：２６：０６

ｃａｕｓｅ ： １６

ｒｅａｓｏｎ ： ４１０

ｃｏｄｅｃ ： －

ｓｎｄ－ｐｋｔ ： ０

ｒｃｖ－ｐｋｔ ： ０

ｆｐ－ｌｏｓｔ ： ０

０００４ ： ｃｉｄ（ｏｉｆ） ： ５ （ＯＧ）

ｏｃｐｎ ： ７３５

ｃｐｎ ： ２９９８

ｃｈｇ＿ｃｐｎ ： ２９９８

ｏｒｉｇｉｎ ： ２００５／０６／０６．１３：２６：４２

ｃｏｎｎｅｃｔ ： －

ｒｅｌｅａｓｅ ： ２００５／０６／０６．１３：２６：５７

ｃａｕｓｅ ： １６

ｒｅａｓｏｎ ： －

ｃｏｄｅｃ ： －

ｓｎｄ－ｐｋｔ ： ０

ｒｃｖ－ｐｋｔ ： ０

ｆｐ－ｌｏｓｔ ： ０

ｒｅｍｏｔｅ［］ ｃｉｐ＞
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⑤ コマンド実行（開始位置を指定してロギング表示）

ｒｅｍｏｔｅ［］ ｃｉｐ＞ ｄｓｐｌｏｇ －ｄｓｐ ｓｎｏ３

＊＊＊＊＊ Ｃａｌｌ Ｌｏｇ ＊＊＊＊＊

０００３ ： ｃｉｄ（ｏｉｆ） ： ４ （ＯＧ）

ｏｃｐｎ ： ７３５

ｃｐｎ ： ２００１

ｃｈｇ＿ｃｐｎ ： ２００１

ｏｒｉｇｉｎ ： ２００５／０６／０６．１３：２５：５３

ｃｏｎｎｅｃｔ ： －

ｒｅｌｅａｓｅ ： ２００５／０６／０６．１３：２６：０６

ｃａｕｓｅ ： １６

ｒｅａｓｏｎ ： ４１０

ｃｏｄｅｃ ： －

ｓｎｄ－ｐｋｔ ： ０

ｒｃｖ－ｐｋｔ ： ０

ｆｐ－ｌｏｓｔ ： ０

０００４ ： ｃｉｄ（ｏｉｆ） ： ５ （ＯＧ）

ｏｃｐｎ ： ７３５

ｃｐｎ ： ２９９８

ｃｈｇ＿ｃｐｎ ： ２９９８

ｏｒｉｇｉｎ ： ２００５／０６／０６．１３：２６：４２

ｃｏｎｎｅｃｔ ： －

ｒｅｌｅａｓｅ ： ２００５／０６／０６．１３：２６：５７

ｃａｕｓｅ ： １６

ｒｅａｓｏｎ ： －

ｃｏｄｅｃ ： －

ｓｎｄ－ｐｋｔ ： ０

ｒｃｖ－ｐｋｔ ： ０

ｆｐ－ｌｏｓｔ ： ０

ｒｅｍｏｔｅ［］ ｃｉｐ＞
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⑥ コマンド実行（終了位置を指定してロギング表示）

ｒｅｍｏｔｅ［］ ｃｉｐ＞ ｄｓｐｌｏｇ －ｄｓｐ ｅｎｏ２

＊＊＊＊＊ Ｃａｌｌ Ｌｏｇ ＊＊＊＊＊

０００１ ： ｃｉｄ（ｏｉｆ） ： ２ （ＩＣ）

ｏｃｐｎ ： ７３５

ｃｐｎ ： ２００１

ｃｈｇ＿ｃｐｎ ： ２００１

ｏｒｉｇｉｎ ： ２００５／０６／０６．１３：２５：０１

ｃｏｎｎｅｃｔ ： ２００５／０６／０６．１３：２５：１０

ｒｅｌｅａｓｅ ： ２００５／０６／０６．１３：２５：１９

ｃａｕｓｅ ： １６

ｒｅａｓｏｎ ： －

ｃｏｄｅｃ ： Ｇ．７１１

ｓｎｄ－ｐｋｔ ： ５６８

ｒｃｖ－ｐｋｔ ： ５６９

ｆｐ－ｌｏｓｔ ： ０

０００２ ： ｃｉｄ（ｏｉｆ） ： １ （ＯＧ）

ｏｃｐｎ ： ７３５

ｃｐｎ ： ７３５２００１

ｃｈｇ＿ｃｐｎ ： ７３５２００１

ｏｒｉｇｉｎ ： ２００５／０６／０６．１３：２４：４７

ｃｏｎｎｅｃｔ ： ２００５／０６／０６．１３：２５：１０

ｒｅｌｅａｓｅ ： ２００５／０６／０６．１３：２５：１９

ｃａｕｓｅ ： １６

ｒｅａｓｏｎ ： ＢＹＥ

ｃｏｄｅｃ ： Ｇ．７２９

ｓｎｄ－ｐｋｔ ： ６１８

ｒｃｖ－ｐｋｔ ： ５６７

ｆｐ－ｌｏｓｔ ： ０

ｒｅｍｏｔｅ［］ ｃｉｐ＞

⑸ 特記事項

・ ＲＡＭディスクに既に同名ファイルが存在する場合、上書きします。

・ ＲＡＭディスクの空きエリアが不足している場合、エラー終了します。

ｄｅｌｅｔｅコマンドにより不要なファイルを削除後に実施して下さい。

・保存したファイルを ＦＴＰにより保守用 ＰＣ等に退避してください。

本装置が障害等により再開すると、保守用 ＰＣ等に退避していないロギング情報は

消去されます。

＜ Ｃａｌｌロギングの収集項目について＞

コールバイコールで以下の情報を採取します。

ｃｉｄ 装置内呼番号

ｏｉｆ 発着種別（ １［ＯＧ］：ＰＢＸ－＞ＬＡＮ、 ２［ＩＣ］：ＬＡＮ－＞ＰＢＸ）

ｏｃｐｎ 発番号

ｃｐｎ 着番号

ｃｈｇ＿ｃｐｎ 数字消去再生後の着番号

ｏｒｉｇｉｎ 起呼 －日付 ＆時刻（ ｏｒｇ＿ｄａｔｅ：起呼日付、 ｏｒｇ＿ｔｉｍｅ：起呼時刻）

ｃｏｎｎｅｃｔ 応答 －日付 ＆時刻（ ｃｏｎ＿ｄａｔｅ：応答日付、 ｃｏｎ＿ｔｉｍｅ：応答時刻）

ｒｅｌｅａｓｅ 解放 －日付 ＆時刻（ ｒｅｌ＿ｄａｔｅ：解放日付、 ｒｅｌ＿ｔｉｍｅ：解放時刻）

ｃａｕｓｅ 解放理由（ Ｑ．９３１）

ｒｅａｓｏｎ 解放理由（ ＳＩＰ） ４００～ ６９９：エラーレスポンス受信、 ３：ＢＹＥ受信、 ４：ＣＡＮＣＥＬ受信

１０００：セッションタイマ満了、 １００２：ＩＮＶＩＴＥタイムアウト

ｃｏｄｅｃ 音声 ＣＯＤＥＣ（ １：Ｇ．７１１、 ２：Ｇ．７２９）

ｓｎｄ－ｐｋｔ 送信パケット数

ｒｃｖ－ｐｋｔ 受信パケット数

ｆｐ－ｌｏｓｔ 廃棄したパケット数
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２．５ ファイルに関する操作

２．５．１ ⅾｉｒコマンド

（１） コマンドの機能

・フラッシュＲＯⅯ内、及びＲＡⅯディスク内のファイル一覧を表示します。

（２） 実行資格（○：実行可能、 ：対象外）

一般ユーザ

スーパ・ユーザ ○（Ｒ）

メンテナンス・ユーザ ○（Ｒ）

（３） 入力形式

ｄｉｒ ｛ ＜ｄｅｖｎｏ＞｝

・引数 ｄｅｖｎｏ ： デバイス番号（０：フラッシュＲＯⅯ／１：ＲＡⅯディスク）

（４） コマンドの実行例

① コマンド実行

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ ｄｉｒ ０

ｆｉｌｅｎａｍｅ ｄａｔｅ ｔｉｍｅ ｓｉｚｅ

ＳＹＳＴＥＭ ２０００／０１／０１ ００：００：００ １５２７８４０

ＣＯＮＦＩＧ ２００３／１０／０１ １２：００：１２ ２９４９３

２，６３６ Ｋｂｙｔｅｓ ａｒｅ ａｖａｉｌａｂｌｅ．

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞

７１



２．５．２ ⅾｅⅼｅｔｅコマンド

（１） コマンドの機能

・ファイルシステム内のファイルを削除します。

・ファイル名には＊が指定できます。この場合、全ファイルが対象となります。

（２） 実行資格（○：実行可能、 ：対象外）

一般ユーザ

スーパ・ユーザ ○（Ｗ）＊１

メンテナンス・ユーザ ○（Ｗ）

＊１ スーパ・ユーザはＲＡⅯディスク内のファイルのみ削除可能です。

（３） 入力形式

ｄｅｌｅｔｅ ｛＜ｄｅｖｎｏ＞ ： ＜ｆｉｌｅｎａｍｅ＞｝

・引数 ｄｅｖｎｏ ：デバイス番号 （０：フラッシュＲＯⅯ ，１：ＲＡⅯディスク ）

ｆｉｌｅｎａｍｅ ：削除ファイル名

（４） コマンドの実行例

① コマンド実行（フラッシュＲＯⅯのファイルを削除）

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｍａｉｎｔｅ：ｃｉｐ＞ ｄｅｌｅｔｅ ０：ｐｖｃｃｍｄ．ｌｓｔ

Ｄｅｌｅｔｅ ？（ｙ／ｎ）：ｙ

Ｃｏｍｐｌｅｔｅ．

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｍａｉｎｔｅ：ｃｉｐ＞

② コマンド実行（ＲＡⅯディスク指定でファイル無し）

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞ ｄｅｌｅｔｅ １：ｐｖｃｃｍｄ．ｂａｋ

Ｆｉｌｅ ｎｏｔ ｆｏｕｎｄ．

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｓｕｐｅｒ：ｃｉｐ＞

③ コマンド実行（フラッシュＲＯⅯの全ファイルを削除）

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｍａｉｎｔｅ：ｃｉｐ＞ ｄｅｌｅｔｅ ０：＊

Ｄｅｌｅｔｅ ？（ｙ／ｎ）：ｙ

Ｓｕｒｅ ？（ｙ／ｎ）：ｙ

Ｃｏｍｐｌｅｔｅ．

ｒｅｍｏｔｅ［］ Ｍａｉｎｔｅ：ｃｉｐ＞

７２



（１／７）
付録 コマンドエラーメッセージ一覧

（コマンド実行時に表示されるエラーが全て記載されているわけではありません）

頭文字 表 示 内 容（例） 発 生 エ ラ ー 対 処 方 法

Ａ Ａｌｒｅａｄｙ ｓｔａｒｔｅｄ！ 既に開始しています。

Ａｌｒｅａｄｙ ｓｔｏｐｐｅｄ！ 既に停止しています。

Ａｍｂｉｇｕｏｕｓ ａｒｇｕｍｅｎｔ． ”ｍｉｓｓ”． あいまいなパラメータが指定されました。 パラメータの関連を確認し、再入力して下さい。
（パラメータの関連に誤りがあります。）

Ａｍｂｉｇｕｏｕｓ ｃｏｍｍａｎｄ． ”ｍｉｓｓ”． あいまいなコマンド名が指定されました。 コマンド名を確認し、再入力してください。
（入力したコマンド名に誤りがあります。）

Ａｒｇｕｍｅｎｔ ”ａｔｔｒ” ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． 指定された一般／代表識別が異常です。 一般／代表識別の設定範囲を確認し、再入力してください。

Ａｒｇｕｍｅｎｔ ”ｃｏｍｍｕｎｉｔｙ” ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． 指定されたコミュニティ名が異常です。 コミュニティ名の設定範囲、設定可能文字を確認し、再入力してく
ださい。

Ａｒｇｕｍｅｎｔ ”ｃｏｎｔａｃｔ” ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． 指定された機器管理者名が異常です 機器管理者名の設定範囲、設定可能文字を確認し、再入力してくだ
さい。

Ａｒｇｕｍｅｎｔ ”ｌｏｃａｔｉｏｎ” ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． 指定された機器設置場所が異常です。 機器設置場所の設定範囲、設定可能文字を確認し、再入力してくだ
さい。

Ａｒｇｕｍｅｎｔ ”ｎａｍｅ” ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． 指定された機器名称が異常です。 機器名称の設定範囲、設定可能文字を確認し、再入力してください
。

Ａｒｇｕｍｅｎｔ ”ｒｅｄｕｎ” ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． 指定されたＴ．３８パケット冗長度が異常です。 Ｔ．３８パケット冗長度の設定範囲を確認し、再入力してください。

Ａｒｇｕｍｅｎｔ ”ｓｖａｃｔ”ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． 指定されたサービス活性条件が異常です。 サービス活性条件の設定範囲を確認し、再入力してください。

Ａｒｇｕｍｅｎｔ ”ｔｒａｐ” ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． 指定されたトラップ送信条件が異常です。 トラップ送信条件の設定範囲を確認し、再入力してください。

Ａｒｇｕｍｅｎｔ ”ｕｃｓｐ” ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． 指定された無通信監視時間が異常です。 無通信監視時間の設定範囲を確認し、再入力してください。

Ａｒｇｕｍｅｎｔ ”ｐｕｂｌｉｃ”ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． 指定されたパブリック設定値が異常です パブリック設定値を確認し、再入力してください。

Ａｒｇｕｍｅｎｔ ”ｍｇｎｏ”ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． 指定されたマネージャ番号が異常です。 マネージャ番号を確認し、再入力してください。

Ａｒｇｕｍｅｎｔ ”ｅｄ” ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． ＰＢＸ 受信数字有効桁数が異常です。 ＰＢＸ 受信数字有効桁数を確認し、再入力してください。

Ａｒｇｕｍｅｎｔ ”ｓｋｐｎ” ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． 消去桁数が異常です。 消去桁数を確認し、再入力してください。



（２／７）

頭文字 表 示 内 容（例） 発 生 エ ラ ー 対 処 方 法

Ａ Ａｒｇｕｍｅｎｔ ”ｓｎ” ｉｓ ａｌｒｅａｄｙ ｒｅｇｉｓｔｅｒｅｄ． 発番号は登録済みです。

Ａｒｇｕｍｅｎｔ ”ｓｎ” ｉｓ ｎｏｔ ｒｅｇｉｓｔｅｒｅｄ． 発番号が登録されていません。 削除してからでないと、登録は出来ません。

ａｗ ： ａｃｋ． ｗａｉｔｉｎｇ ｔｉｍｉｎｇ ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． 指定された接続確認信号受信待ちタイミングが異常で 接続確認信号受信待ちタイミングを確認し、再入力してください。
す。

ａｒ ： ａｃｋ． ｒｅｃｏｖｅｒｄ ｔｉｍｉｎｇ ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． 指定された接続確認信号受信復旧タイミングが異常で 接続確認信号受信復旧タイミングを確認し、再入力してください。
す。

ａｂ ： ａｃｋ． ｐｕｓｈ ｔｉｍｉｎｇ ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． 指定された接続確認信号受信戻しタイミングが異常で 接続確認信号受信戻しタイミングを確認し、再入力してください。
す。

Ｂ Ｂｃｈ ｐｒｉｏｒｉｔｙ ｃｌａｓｓ ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． 指定されたＲＴＰ 音声パケット優先度が異常です。 ＲＴＰ 音声パケット優先度の設定範囲を確認し、再入力してください
。

ｂｒａ ： ｐｕｌｓｅ ｂｒｅａｋ ｔｉｍｉｎｇ ｆｏｒ １０ｐ ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． １０Ｐ 用パルスブレークタイミングが異常です。 １０Ｐ 用パルスブレークタイミングを確認し、再入力してください。

ｂｒｂ ： ｐｕｌｓｅ ｂｒｅａｋ ｔｉｍｉｎｇ ｆｏｒ ２０ｐ ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． ２０Ｐ 用パルスブレークタイミングが異常です。 ２０Ｐ 用パルスブレークタイミングを確認し、再入力してください。

Ｂａｃｋｕｐ ＩＰ ａｎｄ Ｂａｃｋｕｐ ＩＰ ｉｓ ｄｕｐｌｉｃａｔｅ． 指定された予備プロキシサーバのＩＰアドレスが重複し ＩＰアドレスの設定内容を確認し、再入力して下さい。
ています。

Ⅽ ＣＯＤＥＣ ｋｉｎｄ ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． 指定されたⅭＯⅮＥⅭ種別が異常です。 ⅭＯⅮＥⅭ種別の設定範囲を確認し、再入力してください。

Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ ｏｆ ｓｅｒｖｉｃｅ ｉｓ ｎｏｔ ａｌｌｏｗｅｄ． サービス組み合わせ条件に違反しています。 プロキシサーバ連携サービス、着信グループサービスの活性条件を
確認し、再入力して下さい。
ⅭＯⅮＥⅭ種別と送信間隔を確認し、再入力して下さい。

Ｃｏｍｍａｎｄ ＯＫ． コマンド完了。

Ｃｏｍｍａｎｄ ａｂｏｒｔｅｄ． 強制終了要求が発生しました。 再入力してください。

Ｃｏｍｍａｎｄ ｎｏｔ ｆｏｕｎｄ． 指定コマンドは存在しません。

Ｃｏｍｐｌｅｔｅ． コマンド完了。

ｃａｒｄ：Ｔｉｍｅｓｖｒ ｉｓ ａｌｒｅａｄｙ ｓｅｔ． ｃａｒｄコマンドにより時刻同期活性条件が活性になって 時刻設定する場合、ｃａｒｄコマンドにより時刻同期活性条件を非活性
いるため、時刻設定出来ません。 にしてから、再入力してください。

ｃｓ ： ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅ ｓｉｇｎａｌ ｉｓ ｉｎｖａｌｉ 接続確認信号有無の値が異常です。 接続確認信号有無を確認し、再入力してください。
ｄ．



（４／７）

頭文字 表 示 内 容（例） 発 生 エ ラ ー 対 処 方 法

Ⅾ ＤＴＭＦ ｋｉｎｄ ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． 指定されたＰＢ処理種別が異常です。 ＰＢ処理種別の設定範囲を確認し、再入力してください。

Ｄｃｈ ｐｒｉｏｒｉｔｙ ｃｌａｓｓ ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． 指定されたシグナリング優先度が異常です。 シグナリング優先度の設定範囲を確認し、再入力してください。

Ｄｅｌａｙ ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． 指定された最大遅延時間、または最小遅延時間が異常 最大遅延時間、または最小遅延時間の設定範囲を確認し、再入力し
です。 てください。

Ｄｒｓｃ ｄａｔａ ｉｓ ａｌｒｅａｄｙ ｒｅｇｉｓｔｅｒｅｄ． 指定された消去再生条件は登録済みです。

Ｄｒｓｃ ｄａｔａ ｉｓ ｆｕｌｌ． 登録空きエリアがありません。２０４８個登録済みです。 登録空きエリアを確保してから、再入力してください。

Ｄｒｓｃ ｄａｔａ ｉｓ ｎｏｔ ｒｅｇｉｓｔｅｒｅｄ． 指定された消去再生条件は未登録です。

ｄｓｔ ： ＰＢ ｃｏｄｅ ｓｅｎｄ ｔｉｍｉｎｇ ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． ＰＢコード送出タイミングが異常です。 ＰＢコード送出タイミングを確認し、再入力してください。

ｄｐｔ ： ＰＢ ｍｉｎｉｍｕｍ ｐａｕｓｅ ｔｉｍｉｎｇ ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． ＰＢミニマムポーズタイミングが異常です。 ＰＢミニマムポーズタイミングを確認し、再入力してください。

ｄｓｌ ： ＰＢ ｓｅｎｄ ｌｅｖｅｌ ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． ＰＢ送出レベルが異常です。 ＰＢ送出レベルを確認し、再入力してください。

ｄｒ ： ｄｉｇｉｔ ｒｅｃｅｉｖｅｄ ｔｉｍｉｎｇ ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． 桁間タイミングが異常です。 桁間タイミングを確認し、再入力してください。

ｄａｙ ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． 日単位周期時間が異常です。 日単位周期時間を確認し、再入力してください。

Ｅ Ｅｃｈｏ ｃａｎｃｅｌｅｒ ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． 指定されたエコーキャンセラ活性条件が異常です。 エコーキャンセラ活性条件の設定範囲を確認し、再入力してくださ
い。

Ｆ ＦＡＸ ｒｅｌａｙ ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． 指定されたＦＡＸリレー活性条件が異常です。 ＦＡＸリレー活性条件の設定範囲を確認し、再入力してください。

ＦＡＸ ｓｐｅｅｄ ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． 指定されたＦＡＸ最大スピード設定が異常です。 ＦＡＸ最大スピード設定の設定範囲を確認し、再入力してください
。

ＦＡＸ ｖｏｌｕｍｅ ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． 指定されたＦＡＸボリューム設定が異常です。 ＦＡＸボリューム設定の設定範囲を確認し、再入力してください。

Ｆｉｌｅ ａｃｃｅｓｓ ｅｒｒｏｒ！ ファイルのアクセスエラーです。 フラッシュＲＯⅯ、ＲＡⅯディスクの空き容量等を確認してくださ
い。

Ｆｉｌｅ ｄｅｖｉｃｅ ＃２ ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ ｄｅｖｉｃｅ ｎｏ． 指定されたファイルデバイス番号に誤りがあります。 システム許容範囲内のファイルデバイス番号を指定してください。

Ｆｌａｓｈ ＲＯＭ ｉｓ ｆａｉｌｅｄ． フラッシュＲＯⅯに障害が発生しています。



（４／７）

頭文字 表 示 内 容（例） 発 生 エ ラ ー 対 処 方 法

Ｇ Ｇａｔｅｗａｙ ｉｎｆｏ ｉｓ ａｌｒｅａｄｙ ｒｅｇｉｓｔｅｒｅｄ． 指定されたゲートウェイ情報は既に登録されています
。

Ｇａｔｅｗａｙ ｉｎｆｏ ｉｓ ｎｏｔ ｒｅｇｉｓｔｅｒｅｄ． 指定されたゲートウェイ情報は未登録の為、変更また
は削除ができません。

ｇｒ ： ｇｕａｒｄ ｔｉｍｉｎｇ ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ ガードタイミングが異常です。 ガードタイミングを確認し、再入力してください。

Ｈ Ｈｉｇｈ ｐａｔｈ ｆｉｌｔｅｒ ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． 指定されたハイパスフィルタ活性条件が異常です。 ハイパスフィルタ活性条件の設定範囲を確認し、再入力してくださ
い。

Ｈｏｓｔｎａｍｅ ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． 指定されたホスト名が異常です。 ホスト名設定可能文字を確認し、再入力してください。

ｈｏｕｒ ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． 時間単位周期時間が異常です。 時間単位周期時間を確認し、再入力してください。

Ｉ ＩＰ ａｄｄｒｅｓｓ ａｎｄ ＳＩＰ ｐｏｒｔ ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． 登録されているＩＰアドレスに対して、異なったＳＩ ゲートウェイ情報のＩＰアドレス、ＳＩＰポートを確認し
Ｐポート番号を指定しました。 、再入力してください。

ＩＰ ａｄｄｒｅｓｓ ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． 指定されたＩＰアドレスが異常です。 設定可能なＩＰアドレスを確認し、再入力してください。

ＩＰ ａｄｄｒｅｓｓ ｉｓ ａｌｒｅａｄｙ ｕｓｅｄ． 投入されたＩＰアドレスは既に同一方路内で使用されて 同一方路内で未使用のＩＰアドレスを確認し、再入力してください。
います。

Ｉｎｐｕｔ ｅｒｒｏｒ！ 投入されたコマンドが存在しません。 コマンド名を確認し、再入力してください。

Ｉｎｖａｌｉｄ ａｒｇｕｍｅｎｔ． ”ｍｉｓｓ”． 指定されたパラメータに誤りがあります。 正しいパラメータを指定してください。

Ｉｎｖａｌｉｄ ｉｄ！ 指定されたＩⅮが異常です。 設定可能なＩⅮを確認し、再入力してください。

Ｉｎｖａｌｉｄ ｉｎｐｕｔ ｄａｔａ． 不正な文字が入力されています。 入力文字を確認し、再入力してください。

Ｉｎｖａｌｉｄ ｏｐｔｉｏｎ． 指定されたオプションに誤りがあります。 指定したオプションを確認し、再入力してください。

Ⅼ Ｉｎｖａｌｉｄ ｐａｓｓｗｏｒｄ． パスワードが正しくありません。 パスワードを確認し、再入力してください。

Ｌｉｔｅｒａｌ ｅｒｒｏｒ！ 不正な文字が入力されました。 コマンドの入力内容を確認し、再度実行してください。

Ⅿ Ｍａｎａｇｅｒ ＩＰ ａｄｄｒｅｓｓ ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． 指定されたＳＮⅯＰマネージャＩＰアドレスが異常で ＳＮⅯＰマネージャＩＰアドレスの設定範囲を確認し、再入力して
す。 ください。

Ｍａｘ ｄｅｌａｙ ａｎｄ ｍｉｎ ｄｅｌａｙ ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． 最大遅延時間、最小遅延時間の大小関係が異常です。 最大遅延時間、最小遅延時間の大小関係を確認し、再入力してくだ
さい。

Ｍａｘ／ｍｉｎ ｓｅｓｓｉｏｎ ｔｉｍｅｒ ａｎｄ ｄｅｆａｕｌｔ ｓｅｓｓｉｏｎ ｔｉ セッションタイマ最大値・最小値と、デフォルトセッ セッションタイマ最大値・最小値と、デフォルトセッションタイマ
ｍｅｒ ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． ションタイマの大小関係が異常です。 の大小関係を確認し、再入力してください。
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Ⅿ Ｍａｘ ｓｅｓｓｉｏｎ ｔｉｍｅｒ ａｎｄ ｍｉｎ ｓｅｓｓｉｏｎ ｔｉｍｅｒ ｉｓ セッションタイマ最大値、セッションタイマ最小値の セッションタイマ最大値、セッションタイマ最小値の大小関係を確
ｉｎｖａｌｉｄ． 大小関係が異常です。 認し、再入力してください。

Ｍａｘ ＲＴＰ ｐｏｒｔ ａｎｄ ｍｉｎ ＲＴＰ ｐｏｒｔ ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． ＲＴＰ／ＲＴⅭＰポート番号の上限値、下限値の大小 ＲＴＰ／ＲＴⅭＰポート番号の上限値、下限値の大小関係を確認し
関係が異常です。 、再入力してください。

ｍｉ ： ｍｉｎｉｍｕｍ ｐａｕｓｅ ｔｉｍｉｎｇ ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． 指定されたミニマムポーズタイミングが異常です。 ミニマムポーズタイミングを確認し、再入力してください。

ｍａａ ： ｐｕｌｓｅ ｍａｋｅ ｔｉｍｉｎｇ ｆｏｒ １０ｐ ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． １０Ｐ 用パルスメークタイミングが異常です。 １０Ｐ 用パルスメークタイミングを確認し、再入力してください。

Ｎ Ｎｏ ｆｒｅｅ ａｒｅａ． ゲートウェイ情報を登録する空きエリアがありません 不要なゲートウェイ情報を削除し、再度登録してください。
。

Ｏ Ｏｐｔｉｍｉｚａｔｉｏｎ ｆａｃｔｏｒ ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． 指定された調整係数が異常です。 調整係数の設定範囲を確認し、再入力してください。

Ｐ Ｐａｃｋｅｔ ｉｎｔｅｒｖａｌ ｍｕｓｔ ｂｅ ｌｉｍｉｔｅｄ ｔｏ ６０ｍｓｅｃ ａｔ ⅭＯⅮＥⅭ種別Ｇ７１１でのパケット送信間隔は最大 パケット送信間隔の設定範囲を確認し、再入力してください。
ＣＯＤＥＲ Ｇ７１１． ６０ミリ秒です。 又は、ⅭＯⅮＥⅭ種別を変更し保存後再起動してください。

Ｐａｃｋｅｔ ｉｎｔｅｒｖａｌ ｍｕｓｔ ｂｅ ｌｉｍｉｔｅｄ ｔｏ ６０ｍｓｅｃ ａｔ ⅭＯⅮＥⅭ種別Ｇ７１１／Ｇ７２９Ａでのパケット送 パケット送信間隔の設定範囲を確認し、再入力してください。
ＣＯＤＥＲ Ｇ７１１／Ｇ７２９ａ． 信間隔は最大６０ミリ秒です。 又は、ⅭＯⅮＥⅭ種別を変更し保存後再起動してください。

Ｐａｃｋｅｔ ｓｅｎｄ ｔｉｍｅ ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． 指定された送信間隔が異常です。 送信間隔の設定範囲を確認し、再入力してください。

Ｐａｓｓｗｏｒｄ ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． 指定された認証用ユーザ名が異常です。 認証用ユーザ名を確認し、再入力してください。

Ｐｏｓｔ ｆｉｌｔｅｒ ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． 指定されたポストフィルタ活性条件が異常です。 ポストフィルタ活性条件の設定範囲を確認し、再入力してください
。

ＰＢＸ ｉｎｔｅｒｆａｃｅ ｄａｔａ ｉｓ ａｌｒｅａｄｙ ｒｅｇｉｓｔｅｒｅｄ． 指定されたＰＢＸ インターフェイス条件は登録済みです
。

ＰＢＸ ｉｎｔｅｒｆａｃｅ ｄａｔａ ｉｓ ｆｕｌｌ． 登録空きエリアがありません。２０４８個登録済みです。 登録空きエリアを確保してから、再入力してください。

ＰＢＸ ｉｎｔｅｒｆａｃｅ ｄａｔａ ｉｓ ｎｏｔ ｒｅｇｉｓｔｅｒｅｄ． 指定されたＰＢＸ インターフェイス条件は未登録です。

ｐｐ ： ｐｒｅ－ｐａｕｓｅ ｔｉｍｉｎｇ ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． 指定されたプレポーズタイミングが異常です。 プレポーズタイミングを確認し、再入力してください。

Ｐｒｉｍａｒｙ ＩＰ ａｎｄ Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ ＩＰ ｉｓ ｄｕｐｌｉｃａｔｅ． 指定されたプライマリプロシキサーバとセカンダリプ ＩＰアドレスの設定内容を確認し、再入力してください。
ロシキサーバのＩＰアドレスが重複しています。

Ｐｒｏｘｙ Ｓｅｒｖｅｒ （ｐｒｉｍａｒｙ） ＩＰ ａｄｄｒｅｓｓ ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ 指定されたプライマリプロシキサーバのＩＰアドレス ＩＰアドレスの設定範囲を確認し、再入力してください。
． が異常です。

Ｐｒｏｘｙ Ｓｅｒｖｅｒ （ｐｒｉｍａｒｙ） ｐｏｒｔ ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． 指定されたプライマリプロシキサーバのポート番号が ポート番号の設定範囲を確認し、再入力してください。
異常です。

Ｐｒｏｘｙ Ｓｅｒｖｅｒ （ｓｅｃｏｎｄａｒｙ） ＩＰ ａｄｄｒｅｓｓ ｉｓ ｉｎｖａｌ 指定されたセカンダリプロシキサーバのＩＰアドレス ＩＰアドレスの設定範囲を確認し、再入力してください。
ｉｄ． が異常です。
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Ｐ Ｐｒｏｘｙ Ｓｅｒｖｅｒ （ｓｅｃｏｎｄａｒｙ） ｐｏｒｔ ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． 指定されたセカンダリプロシキサーバのポート番号が ポート番号の設定範囲を確認し、再入力してください。
異常です。

Ｐｒｏｘｙ Ｓｅｒｖｅｒ （ｂａｃｋｕｐ） ＩＰ ａｄｄｒｅｓｓ ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． 指定された予備プロキシサーバのＩＰアドレスが異常で ＩＰアドレスの設定範囲を確認し、再入力して下さい。
す。

Ｐｒｏｘｙ Ｓｅｒｖｅｒ （ｂａｃｋｕｐ） ｐｏｒｔ ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． 指定された予備プロキシサーバのポート番号が異常で ポート番号の設定範囲を確認し、再入力してください。
す。

Ｐｒｉｍａｒｙ ＩＰ ａｎｄ Ｂａｃｋｕｐ ＩＰ ｉｓ ｄｕｐｌｉｃａｔｅ． 指定されたプライマリプロキシサーバと予備プロキシ ＩＰアドレスの設定内容を確認し、再入力して下さい。
サーバのＩＰアドレスが重複しています。

Ｒ ＲＴＰ／ＲＴＣＰ ｐｏｒｔ ｉｓ ｄｕｐｌｉｃａｔｅ． 指定されたＲＴＰ／ＲＴⅭＰポート番号は、他の設定 他のサービスのＵⅮＰポート番号と重複していない事を確認し、再
と重複しています。 入力してください。

ＲＴＰ／ＲＴＣＰ ｐｏｒｔ ｍａｘ ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． 指定されたＲＴＰ／ＲＴⅭＰポート番号上限値が異常 ＲＴＰ／ＲＴⅭＰポート番号上限値の設定範囲を確認し、再入力し
です てください。

ＲＴＰ／ＲＴＣＰ ｐｏｒｔ ｍｉｎ ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． 指定されたＲＴＰ／ＲＴⅭＰポート番号下限値が異常 ＲＴＰ／ＲＴⅭＰポート番号下限値の設定範囲を確認し、再入力し
です てください。

ｒｅ ： ｒｅｃｏｖｅｒｄ ｔｉｍｉｎｇ ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． 復旧タイミングが異常です。 復旧タイミングを確認し、再入力してください。

Ｓ Ｓｅｒｖｉｃｅ ｄｏｍａｉｎ ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． 指定されたサービスドメインが異常です。 設定可能な範囲を確認し、再入力してください。

Ｓｅｓｓｉｏｎ ｔｉｍｅｒ ａｃｔｉｖｅ ｖａｌｕｅ ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． 指定されたセッションタイマ活性条件が異常です。 設定可能な範囲を確認し、再入力してください。

Ｓｅｓｓｉｏｎ ｔｉｍｅｒ ｄｅｆａｕｌｔ ｖａｌｕｅ ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． 指定されたセッションタイマデフォルト値が異常です 設定可能な範囲を確認し、再入力してください。
。

Ｓｅｓｓｉｏｎ ｔｉｍｅｒ ｍａｘ ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． 指定されたセッションタイマ最大値が異常です。 設定可能な範囲を確認し、再入力してください。

Ｓｅｓｓｉｏｎ ｔｉｍｅｒ ｍｉｎ ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． 指定されたセッションタイマ最小値が異常です。 設定可能な範囲を確認し、再入力してください。

Ｓｉｌｅｎｃｅ ｃｏｍｐｒｅｓｓ ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． 指定された無音圧縮活性条件が異常です。 無音圧縮活性条件の設定範囲を確認し、再入力してください。

ＳＩＰ ｓｉｇｎａｌｉｎｇ ｐｏｒｔ ｉｓ ｄｕｐｌｉｃａｔｅ． 指定されたＳＩＰシグナリングポート番号が他の設定 他のサービスで使用していないポート番号を指定してください。
と重複しています。

ＳＩＰ ｓｉｇｎａｌｉｎｇ ｐｏｒｔ ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． 指定されたＳＩＰシグナリングポート番号が異常です 設定可能なポート番号範囲を確認し、再入力してください。
。

Ｓｕｂｎｅｔｍａｓｋ ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． 指定されたサブネットマスクが異常です。 設定可能なサブネットマスクを確認し、再入力してください。

Ｓｙｓｔｅｍ ｎｏｔ ａｃｃｅｐｔ！ 他コンポーネントの処理において、例外的なエラー復
帰がされました。
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Ｓ ＳＮＭＰ ｍａｎａｇｅｒ ｉｓ ａｌｒｅａｄｙ ａｓｓｉｇｎｅｄ． 指定されたＳＮＭＰマネージャは登録済みです。

ＳＮＭＰ ｍａｎａｇｅｒ ｉｓ ｎｏｔ ａｓｓｉｇｎｅｄ． 指定されたＳＮＭＰマネージャは未登録です。

ｓｇ ： ｓｉｇｎａｌｌｉｎｇ ｔｙｐｅ ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ 回線信号形式が異常です。 回線信号形式を確認し、再入力してください。

Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ ＩＰ ａｎｄ Ｂａｃｋｕｐ ＩＰ ｉｓ ｄｕｐｌｉｃａｔｅ． 指定されたセカンダリプロキシサーバと予備プロキシ ＩＰアドレスの設定内容を確認し、再入力して下さい。
サーバのＩＰアドレスが重複しています。

Ｔ Ｔｉｍｅ Ｓｅｒｖｅｒ ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． 指定された時刻同期活性化条件が異常です。 時刻同期活性化条件を確認し、再入力してください。

Ｔｈｅ ＳＡＶＥ ｃｏｍｍａｎｄ ｆｏｒ ｃｏｎｆｉｇ－ｄａｔａ コンフィグデータを保存する為の、ＳＡＶＥコマンドが コンフィグデータを保存する場合には、ｓａｖｅコマンドを実行した
ｈａｓ ｎｏｔ ｂｅｅｎ ｅｘｅｃｕｔｅｄ ｙｅｔ． 実行されていません。 上で、ｒｅｓｅｔ コマンドを実行してください。

Ｕ ＵＤＰ ｐｏｒｔ ｉｓ ｄｕｐｌｉｃａｔｅ． 指定されたＵⅮＰポート番号は、他の設定と重複して 他のサービスのＵⅮＰポート番号と重複していない事を確認し、再
います。 入力してください。

Ｕｎｋｎｏｗｎ ｆｉｌｅ ｄｅｖｉｃｅ ｎｏ！ ファイルデバイスのバンクに異常が発生しました。

Ｕｓｅｒ ｎａｍｅ ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． 指定された認証用パスワードが異常です。 認証用パスワードを確認し、再入力してください。

Ｗ Ｗｒｏｎｇ ｃａｔａｌｏｇ ｆｉｌｅ ！ 指定されたカタログファイルの内容が正しくありませ カタログファイルの内容を確認し、再実行して下さい。
ん。

Ｖ Ｖｏｉｃｅ ｖｏｌｕｍｅ ｉｓ ｉｎｖａｌｉｄ． 指定された音声ボリューム設定が異常です。 音声ボリューム設定の設定範囲を確認し、再入力してください。

Ｙ Ｙｏｕ ａｒｅ Ｎｏｒｍａｌ－ｕｓｅｒ． ユーザモードがノーマル・ユーザの為、表示以外は指 スーパ・ユーザモードまたはメンテナンス・ユーザモードから行っ
定できません。 てください。

Ｙｏｕ ａｒｅ ａｌｒｅａｄｙ ＣＥ－ｕｓｅｒ． 既にメンテナンス・ユーザモードです。

Ｙｏｕ ａｒｅ ａｌｒｅａｄｙ Ｓｕｐｅｒ－ｕｓｅｒ． 既にスーパ・ユーザモードです。

Ｙｏｕ ａｒｅ ｎｏｔ ａｌｌｏｗｅｄ． 実行資格がありません。 実行資格のあるユーザモードに移行して、再実行してください。
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